Nikon 




すぐに撮影したい方は、 P .17〜 P .310 
「撮影の基本ステップ」をご覧ください。 


使用説明書 









各部の名称 


フォーカス± _ ド 

セレクトダイヤル隨 P.38、 45 


プレビューボタン 
咳 P.66 



c £ “CE マーキング’’について 

CE はヨーロッパ協定 (Conformite Europeenne) の意味で、マーキングはその製品が適応され 

る EC 規定をすべて満たしていることを表しています。 
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視度調節ノブ歧 P .65 AE / AF ロックボタン^ P .43/56 



付属品 
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表不パネル/ファインダー内表不について 


■表示パネル 


シャッタースピード 
ロックマーク P .51 


シャッタースピード/露出補正値表示 


フィルム感度/ 

DX マーク瞭 P .36 


露出補正 マーク 
咳 P .58 


ブラゲティング . 
マーク 咳 P .59 


露出モード表示 
1®- P .48 〜55 


絞りロックマーク咳 P .53 


絞り表示 


I-B8.SSF8.S 


〇 


1 ¢! 


m 




^ <§> 
4 SL 0 W 
p REAR 

[+] 

S [+] S 

- M - 


CUSTOM 


プログラムシフト マーク 


P .49 


シンクロモード表示咳 P .82 


mm 




カスタム マーク 

炫 P .72 


バ ッフ-リーナエック 
表不 隊 P .19 


フイルム 

カウンター 
隊 P .23 


フォーカスエリア表示 


P .39 


露出インジケーター/ 

露甫正インジケーター^ P .55/58 


〔イルミ ネーター パネルの寿命について〕 

表示パネルを照明するイルミネーターパネルは消耗品ですので、使用状況によって明 
るさが徐々に低下します。これはイルミネーターパネルの消耗によるもので故障では 
ありません。イルミネーターパネルの交換をご希望の場合は、最寄りの当社ザービス 
機関へお申し付けください（有料)。 


_注意 表示パネルとファインダー内表示の液晶について 
表示ノネルとファインダー内に使用されている液晶表示は、高温下では黒くなる 
ことがあります。また、低温下では液晶の応答速度が多少遅くなることがありま 
すが、いずれの場合も常温時には正常に戻ります。 


4 

















































■ファインター内表不 


中央部重点測光エリア >1 2 mm 咳 P .47 . 



► m » s e ?88.8 B ?8.8比氣^8旧.81 


フォーカスフレーム 


(エリア）/スポット測光エリア 
P .39/47 


絞りロッ7マーク咳 P .53 


シャッタースピード 
ロックマク咳 p 5 i 


ピント表示 
—峻 P .29 


露出モード 表不咳 P .48 〜 55 


露出補正マーク隊 P .58 


レディライト歧 P .81 


►^He?ss.ss f8.st^n^a(s.s) 


測光モード 
表不歧 P .46 


AEp ック 
表示眩 1 P .56 


シャッタースピード表示 


絞り表示 


フイルムカウンター/ 
露出補正値表示 
咳 P .23/58 


露出インジケーター/露出補正 
インジケーター 咳 P .55/58 
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コマンドダイヤルについて 


■このカメラには2種類のコマンドダイヤルがついています。各操作 
ボタンと併用、または単独操作で次のような機能がセットできます。 



フイルム関係 

-フィルム感度のセット 


P.36 


0 ^ 


露出関係 

•露出モードの選択 P.48-55 

■露出モードが P の時のプログラムシフト 


P.49 






露出モードが S または M の時のシャッタースピード 


のセット※1 


■ P.50/54 


露出モードが A または M の時の絞り値のセット※1 

瞭 P.52/54 
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シャッタースピー ドの ロッ ク/解除 

※1 i^P.51 

絞り値のロック/解除※1 瞭 P.53 

露出補正量のセット※2 P.58 

オートブラケティングのセット 

H^P.59 

オートブラケティングの撮影枚数と 
補正ステップのセット ^ P.59 


Ei 




❹ 







カスタムセッティング関係 

• カスタムセッティングのメニューナン 
バーの選択 i^P.72 


カスタムセッテイングのセッ 


P.72 


|2^j 






スピードライト関係 

• シンクロモードのセット 


i^P.82 


0 


※1通常のコマンドダイヤル操作とは逆に、サブコマンドダイヤルでシャ 
ッタースピードのセット.ロック/解除 （S [シャッター優先才一卜]、 M [マニ 
ュアル] B 寺）、メインコマンドダイヤルで絞り値のセット.ロック/解除 （A 
[絞り優先才一卜]、 M [マニュアル]時）が行えるように変更できます (« P .75) 0 
※之^ 露出補正ポタンを押さなくても、コマンドダイヤル操作だけで露出補 

正が行えるように変更できます （<3" P .75)。 
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はじめに 


絵表示の例 


△記号は、注意（警告を含む）を促す内容を告げるものです。図の中や近く 
に具体的な注意内容（左図の場合は感電注意）が描かれています。 

〇記号は、禁止（しては いけない こと）の行為を告げるものです。図の中 
や近くに具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれています。 

籲記号は、行為を強制すること（必ずすること）を告げるものです。図の中や 
近くに具体的な強制内容（左図の場合は電池を取り出す）が描かれています。 


■このたびはニコン F 100 をお買い上けいただきありがとうこざいます。 

ご使用の前にこの「使用説明書」をよくお読みのうえ、十分に理解してから正し 

くお使いください。お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られる 

所に必ず保管してください。 

このカメラには、次のような特長があります。 

•高速 AF モジュール（マルチ CAM1300) の搭載により、高速連続撮影においても優れた 
AF 性能を発揮します。また、5つのフォーカスフレームを有効に活用するダイナミック 
AF モードは、特に動きの不細な被写体でも精度の高いピント合わせを可能にします。 

•ニコン独自の 「3D-10 分割マルチパターン測光」により、ほとんどのシーンで簡単 
かつ効果的に適正露出を得ることが可能です。 

• 撮影者の好みに合わせて各機能の内容をセットすることが可能な22項目のカスタム 
セッティング機能と2種類のコマンドダイヤルの採用により、極めて高し、操作性を 
実現しています。 

•堅牢なボディと、交換レンズをはじめとする豊富なニコンシステムアクセサリー群に 
より、このカメラー台で様々な撮影領域をカバーすることが可能です。 

安全上のご注意と表示について 


製品を安全に正しく使用していただき、あなたや他の人への危害や財産への損害 
を未然に防止するために、重要な内容を記載しています。 

表示と意味は次のようになっています （詳細は P.1 4〜16をご覧ください)。 


A 警告 
A 注意 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡ま 
たは重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷 
害を負う可能性が想定される内容および物的損害の発生 
が想定される内容を示しています。 


A®€ 








ご確認くださし、/表記上のおことわり 


■保証書とカスタマ登録カードについて 

この製品には保証書とカスタマ登録カードが添付されていますので、ご確認く 
ださい。 

• 保証書の詳細につきましては、 P .101 の「アフターサービスと保証について」 
をご覧ください。 

■使用説明書の再発行は当社サービス機関へ 

使用説明書の内容が破損などによって判読できなくなったときは、裏面の当社 
サービス機関にて新しい使用説明書をお求めください（有料)。 

■撮影の前には試し撮りを 

大切な撮影（結婚式や海外旅行など）をするときには、必ず試し撮りをして、 
カメラが正常に機能するかを事前に確認してください。 

• 本製品の故障に起因する付随的損害（撮影に要した諸費用及び利益喪失等に 
関する損害） についての 補償はご容赦願います。 

■ 定期的に点検サービスを受けてください 

カメラは精密機械ですので、1〜2年に1度は定期点検を、3〜5年に1度はオー 
バーホールされることをおすすめします（有米斗)。 

• 特に業務用にご使用になる場合は、早めに点検整備を受けてください。 

•点検整備を依頼される際は、より安心してご愛用いただけるよう一緒にお使い 
のレンズやスピードライト等も併せて点検依頼されることをおすすめします。 
■ 本製品を安心してご使用いただくために 

本製品は、当社製のレンズ及びスピードライトなどのアクセサリーに適合する 
ように作られておりますので、当社製品との組み合わせでご使用ください。 

• 他社製品との組み合わせ使用により、事故、故障などが起こることもございます。 

. -表記上のおことわり- . 

CTGG : カスタムセッティングにより、各機能を撮影者自身の好みに合った 
状態にセットできる内容が表記されています。数字はその機能のメニューナ 
ンバーです。 
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目次 


「撮影の基本ステップ」 では電池、レンズ、フィルム、ピント、測光•露出、 
構図 • 撮影と基本的な撮影手順を説明しており、一眼レフカメラを初めてお使 
いになる方でも、ここを順にお読みいただければ、簡単に撮影が行えます。 
「操作の詳細」 では、レンズから露出まで、 「撮影の基本ステップ」 とほぼ同じ順番 
で各機能をより詳しく説明しています。簡単な撮影方法をマスターした後、各機能 
の詳細へとステップアップすれば、高度なテクニックを必要とする撮影も行えます。 
「スピードライト撮影」 では、別売りスピードライトによる 3 D - マルチ BL 調光な 
ど多様なフラッシュ撮影について説明しています。 


撮影前に .P.2 〜16 


各部吨称 . P 2 〜3 

表示パネル/ファインダー内表示について . P .4 〜5 

コマンドダイヤルについて . P _6 〜7 

はじめに . P .8 

ご確認くださし、/表記上のおことわり . P .9 

操作のながれと本書の構成 . P .1 2〜13 

警告/注意 . P .14 〜16 


撮影の基本ステップ .P.1 7〜31 


1■電池を入れ、容量を確言忍します。 . P .18 〜19 

2. レンス、を取り付けます。 . P .20 〜21 

3. フイルムを入れます。 . P .22 〜23 

4•フォーカス機育 g をセツトします。 . P .24 〜25 

5•測光モードと露出モードをセツトします。 . P .26 〜27 

6•カメラを構え、ピントを合わせます。 . P .28 〜29 

7. ファインダー内表示を確認し、シャッターをきります。 . P .30 〜31 


|=コラム：測光•露出 . P .32 


操作の詳細 .P.33 〜69 


このカメラに使用可首 g なレンズについて . P .34 〜35 

フィルムについて（感度セット、途中巻き戻し、フィルム給送モード他） . P .36 〜37 

オートフォーカスついて （ AF - S 、 AF - C 、 AF 作動ボタン） . P .38 

フォーカスエリアついて . P .39 

AF エリアモードについて . P .40 〜41 

フォーカスロック撮影 （ AF - S 、 AF - C ) . P .42 〜43 

オートフォーカスが苦手な被写体について . P .44 

マニュアルフォーカスについて . P .45 
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測光モードについて（マルチパターン、中央部重点、スポット測光）…… P .46 〜47 

各露出モードによる撮影 . P .48 〜55 

プログラムオート（プログラムシフト、プログラムも|図） . P .48 〜49 

ンヤツヌ ー優先オート . P .50 〜 5 i 

絞り優先オート . P .52 〜53 

"7 二 zl アル . P .54 〜 bb 

AE ロック撮影 . P 56 〜57 

露出補正 . P .58 

オートブラケティング（自動段階露出） . P .59 〜61 

多重露出撮影 . P .62 〜63 

€時間露出撮影 . P .64 

視度調節機首巨/イルミネーターについて . P .65 

プレビューボタン/距離基準マークについて . P .66 

ファインダースクリーンの交換 . P .67 

裏ぶたの交換（データバック MF -29). P .68 

セノレフタイマー h 京ジ . P .69 


コラム：被写界深度 • 予调揭区動フオーカス . P .70 ] 


カスタムセッティング .P.71 〜78 


カスタムセッティングの種類と特徴 . P .72 〜77 

ツーボタンリセット . P .78 


スピードライト撮影 .P.79 〜87 


スピードライトの TTL モードで可育巨な撮影 . P .80 

アクセサリーシュー/シンクロターミナル/レデイライト . P .81 

シンクロモードの種類と if 寺長 . P .82 〜83 

使用可育巨なスピードライトについて . P .84 〜85 

スピードライトを使用した撮影方法 . P .86 〜87 


コラム： AF 機首巨の組み合わせと萍寺長 . P .88 | 


資料編 .P.89 〜111 


別売りアクセサリーについて . P .90 〜95 

カメラと電池の取り扱いについて . P .96 〜97 

故障かな？と思ったら（修理を依頼される前に） . P .98 〜100 

ア フター サービスと保証について . P .101 

仕様 . P 1 02〜107 

索引 . P .108 〜109 

カスタムセッティング機首覧 . P .110 〜111 
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操作のながれと本書の構成 


撮影の基本ステップ 


P.17 〜31 


1 電池を入れ、容量を確認します。 


2レンズを取り付けます。 


3フイルムを入れます。 


4フォーカス機能をセットします。 


測光モードと 

露出モードをセットします。 

カメラを構え、 

ピントを合わせます。 


ファインダー内表示を確認し、 

シャッターをきります。 


P.18 〜19 




P.24 〜25 






P.30 〜31 
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操作の詳細および電池の取り扱い P .33 〜69,90,97 


外部電源 （ P .90) 電池の取り扱い （ P .97) 


このカメラに使用可能なレンズについて （ P .34) • CPU 内蔵ニッコール/ CPU 内 
蔵ニッコール以外のレンズ ( P .34) 


フィルムについて ( P .36) .フィルム感度のセットと確認方法/フィルムの途中 
巻き戻し （ P .36) /フィルムの巻き戻しが行われない場合/フィルム給送モード 
( P .37) 


オートフォーカスについて （ P .38) • AF - S / AF - C/AF 作動ボタン （ P .38) フォーカス 
エリアについて （ P .39) AF エリアモードについて （ P .40) フォーカスロック撮影 
( P .42) - AF-S ( P .42) / AF-C ( P .43) オートフォーカスが苦手な被写体について 
( P .44) マニュアルフォーカスについて （ P .45) .マニュアル/フォーカスエイド （ P .45) 

測光モードについて ( P .46) •マルチパターン測光 ( P .46) /中央部重点測光/ス 
ポット測光 ( P .47) 各露出モードによる撮影 （ P .48) . P :プログラムオート 
( P .48) /S :シャッター優先才ート ( P .50) /A :絞り優先才一卜 ( P .52) /M :マ 
ニュアル （ P .54) AE ロック撮影 （ P .56) 露出補正 （ P .58) 才ートブラケテ 
イング（自動段階露出） ( P .59) 多重露出撮影 ( P .62) 長時間露出撮影 ( P .64) 


視度調節機能/イルミネーターについて ( P .65) プレビューボタン/距離基準 
マークに ついて （ P .66) ファインダースクリーンの交換 （ P .67) 裏ぶたの交 
換（データバック MF -29) ( P .68) 


セルフタイマー撮影 ( P .69) 


電池 レンズ フィルム フォ—カス 測光•露出 構図 撮影 



落下などによって破損し、内部が露出したときは、露出部に 
手を触れないこと 

感電したり、破損部でケガをすることがあります。 

電池を抜いて、販売店または当社サービス機関に修理を依頼してくださ 


発熱、発煙、焦げ臭いなどの異常時は、速やかに電池を取り 
出すこと 

そのまま使用すると火災、火傷の原因となります。 

電池を取り出す際、火傷に充分注意すること。電池を抜いて、販売店ま 
たは当社ザービス機関に修理を依頼してください。 


0 レンズまたはカメラで直接太陽や強い光を見ないこと 
失明や視力障害になることがあります。 

見ないこと 


可燃性ガスの雰囲気中で使用しないこと 

V V 爆発、火災の原因になることがあります。 
使用禁止 


水かけ禁止 


水につけたり水をかけたりしないこと 
発火したり感電することがあります。 



分解禁止 


分解したり修理 • 改造をしないこと 

感電したり、異常動作をしてケガをすることがあります。 
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⑧藤 一 iol 




A 警 告 

ストラップが首に巻き付かないようにすること特に幼児 • 
f \1児童の首にストラップをかけないこと 

禁^^止 首に巻き付いて窒息することがあります。 


_ A 注 意、 _ 

目の近くでスピードライトを発光しないこと 

V 一時的な視力障害になることがあります。 

発光禁止 

A ぬれた手で操作しないこと 

感電の原因となります。 

感電注意 

製品および付属品は、幼児の手の届かない所に保管すること 

V ケガをしたり付属品や電池を飲み込む恐れがあります。 

放置禁止 

/V 使用しないときは、レンズにキャップをつけるか太陽光のあ 
/|\ たらない所に保管すること 

保管注意太陽光がレンズに入射し、発火の原因となります。 

三脚にカメラやレンズを取り付けたまま移動しないこと 

V 転倒したりぶつけたりしてケガの原因となります。 

移動禁止 
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A 注 意、 

0 電池を火に入れたり、シヨート、分解、加熱をしないこと 
破裂、発火の原因となります。 

禁 止 

A 電池に表示された警告 • 注意を守ること 
破裂、発火の原因となります。 

使用注意 

A 使用説明書に表示された電池を使用すること 

発熱、発火の原因となります。 

使用注意 

0 新しい電池と使用した電池、種類やメーカーの異なる電池を 
まぜて使わないこと 

禁 止破裂、発火の原因となります。 
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プログラムオートによる 
簡単な撮影方法を説明しています。 


ここでは、もっとも簡単な撮影方法として下表の装着レンズ、 
カメラ各部の設定を前提としています。一般的な撮影は、プ 
ログラムオートでほとんど行えます。 


装着レンズ 


D タイプ AF ニッコールレンズ 

フィルム感度 


m 

フィルム給送モード 


1コマ巻き上げ （S) 

フ ォーカスモー ド 


シングル AF サーボ ( AF - S ) 

フォーカスエリア 


中央 

AF ェリアモード 


シングルエリア AF ([]) 

測光モード 


3D-10 分割マルチパタ-ン測光 （K) 

露出モード 


プログラムオート （ P ) 



















電池を入れ、容量を確認します。 



このカメラには、 1.5 V の単3形アルカ 
リ乾電池またはリチウム電池を4本使 
用します（その他の電源については、 
P .90 をご覧ください)。 



1.1 


電源スイッチを OFF にし、単3ホルダー着脱ノブを S 方向に 
回してロックを角军除します。 




1.2 


単3ホルダーをカメラから引き出して、単3ホルダーの®© 
表示にしたがって鼋池を4本入れます。 



•©©を間違えますと、故障の原因となる場合があります。 


1.3 


単3ホルダーをカメラに入れ、単3ホルダー着脱ノブを g 方向 
とは逆に回して確実にロックします。 
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0 ここをチェックしまし よつ 


in 雷池は幼児の手の届かないところに置き、万一、お子様が飲み込んだ場合は、 
ただちに医師と相談してください （ P .97 「電池の取り扱い」をご覧ください）。 
電池を交換する時は電源スイッチを OFF にして、4本とも同じメーカーの新品 
電池に交換してください。 

□海外等へお出かけの際は、予備の電池をお持ちください。 


1.4 


鼋源スイッチを ON にして、バッテリーチェック表示で 
電池容量を確認します。 



r, — 

S3 

——-^ 

5 〇 F * - 

V— 

P 帝 1 

一 


1.5 


m (点灯）：電池の容量は充分です。 
a (点灯）：電池容量はわずかです。予備の電池を準備し 
てください（ファインダー内表示は各操作ボタ 
ンから指を離すと消灯します)。 

(点滅）：電池を交換してください（シャッターはきれな 
くなります)。 

• 電源スイッチを ON にして約6秒経過すると、表示パネルから露出モ 
ード表示、バッテリーチェック表示、フイルムカウンター、フオー 
カ スエ リア表示、 カスタム マーク （カスタム機能セット時）以外の 
表示が消灯します（ファインダー内は全ての表示が消灯します)。 

シャツターボタンの半押し操作と、半押しタイマーについて 



E3 

So • 


P 


(E) 


シャッターボタンを半押しする（軽く押す）と半押しタイマ 
一が作動して指を離してから約6秒間、表示ノ、。ネルとファイン 
ダー内の表示が再点灯します。 

m :半押しタイマーの時間を変更できます（ぼ P .76)。 
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撮影の基本ステップ 


















































レンズを取り付けます。 




CPU 内蔵 ニッコール レンズに ① G タイプ以外の ② G タイプ ニッコール 

は CPU 信号接点があります。 CPU 内蔵 ニッコール レンズ レンズ 


•①は G タイプ以外の CPU 内蔵 ニッコール レンズで、このレンズには 
絞りリングがあります（イラストは D タイプ ニッコール レンズです)。 
• ②は G タイプ CPU 内蔵 ニッコー ルレンズで、このレンズには絞 
りリングがありません。 


2.2 


電源スイッチを OFF にし、カメラにレンズを取り付けます。 



カメラとレンズの着脱指標を合わせて、レンズを矢印方向に力 
チッと音がするまで回します（レンズ取り外しボタンは押さな 
いでください)。 

レンズが装着されていない時や、 CPU 内蔵ニッコール以外の 
レンズ （>*^.34) を装着した時は、電源スイッチを ON にする 
と表示/ネルとファインダー内表示に F -- が点灯して警告しま 
す（プロクラムオート、シャッター優先才ート時は露出モード 
表示 P 、 S も点滅して警告します!® ' P .48/50)。 
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0 ここをチェックしましよう 


- の 

できるだけ、 D タイプまたは G タイプ AF ニッコールをご使用ください。このカメラ 5 
の機能をフルに利用できます （ P .34 「このカメラに使用可能なレンズについて」を货 
ご覧ください)。 テ 

&レンズが不用意に作動しないよう、レンズの取り付け、取り外しの時はカメラ Z 
の電源スイッチを OFF にしてください。 
fj : レンズ装着時は、レンズ取り外しボタンを押さないでください。 

□ レンズの着脱は、直射日光を避けて行ってください。 


2.3 


G タイプ以外の CPU 内蔵ニッコールレンズを使用する場合 
は、絞りリングを最小絞りにセットして、ロックします。 



• G タイプ以外の CPU 内蔵ニッコールレンズの絞りリングが、最 
小絞り（最も数値の大きい絞り）にセットされていない時は、 
電源スイッチを ON にすると表示パネルとファインダー内表示 
にが点、滅し、シャッターがきれません。 

• G タイプニッコールレンズを装着時、および絞りリングで絞り 
をセットする場合 — P .77) は、最小絞りにセットする必要 
はありません。 



レンズ取り外しボタンを押しながら①、レンズを矢印方向に回 
して夕 t します®。 

カメラからレンズを長時間外しておく時は、付属のボディキャ 
ップ P .3). または別売りのボディキャップ BF -1 A を装着し 
て、カメラの内部を保護してください（旧タイプのボディキャ 
ップ BF -1 は装着できません)。 
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フィルムを入れます。 



電源スイッチを ON にし、カメラのフ 
イルム感度を EH にセットして 
(■» P .36). DX マーク付フイルムを入 
れるとフイルム感度が自動設定されま 
す （ IS 025 〜5000)。次に裏ぶたを閉じ 
てシャツターボタンを押すと、自動的 
に1コマ目まで空送りされます。 


DX マーク 付 フィルム 



3.1 


電源スイッチを ON にし、フイルム感度が圃にセットされて 
いることを確認して、裏ぶたロックボタンを押しながら、裏 
ぶたロックレバーをスライドさせて裏ぶたを開けます。 


彳 ^)i?5 fS.S 

•一 

p 

H(E]j 




• フィルム感度が_にセットされていない場合は P .36 をご覧ください。 


〇〇フイルムパトローネを則から先に入れて、フイルムの先端 
をカメラの赤色マークに合わせます。 




• フィルムの先端が、赤色マークより奥に入らないようにしてください。 


〇〇フィルムが浮き上がらないように注意しながら、裏ぶたをパチ 
ンと音がするまで静かに閉じます。 
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0 ここをチェックしまし よつ 


C DX マーク付きフィルム使用時のフィルム感度の変更方法やフィルム給送モー 
ドなどの詳細は P .36 をご覧ください。 

1ヤツター幕は非常に薄い幕でできています。フィルムの出し入れの際、指や 
フィルムの先端がシヤツター幕に触れないように十分ご注意ください。 
t 屋外でフィルムを交換する時は、直射日光を避けてください。 


3.4 


シャツターボタンを押すとフイルムが自動的に1コマ目まで空 
送りされます。 



ムの装てんは完了です。 

•表示パネルとファインダー内表示に Err と E が点滅している場 
合は、フィルムが正しく装てんされていません。裏ぶたを開け 
てフィルムを入れ直してください〇 
• フィルム感度を_にセットして、 DX マークがないフィルムを 
入れると、 ISO と EH 、 Err が点滅して警告し、シャッターがき 
れません。手動でフィルム感度をセットしてくださし、 («■ P .36 )o 
. フィルムカウンターは電源スイッチを OFR こしても表示されます。 

• フィルムの規定枚数は、フィルム確認窓で確認できます。 

^ 8 :フィルムの1コマ目までの空送りが、裏ぶたを閉じるこ 
とで開始されるように変更できます KP .74)。 

給送モードセレクトダイヤルロックボタンを押しながら、給送 
モードセレクトダイヤルを S (1 コマ巻き上げ）にセットします。 



撮影の基本ステップ 
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フォーカス機有 g をセットします。 



フォーカスモードを S (シングル AF 
サーボ）、フォーカスエリアを中央、 
AF モードエリアを [] (シングルエリ 
ア AF ) にセツトします。 



4.1 


フォーカスモードセレクトダイヤルを S (シングル AF サー 
ボ）にセットします。 



. フォーカスモードセレクトダイヤルの操作は、カチツと音が 
するまで確実に行ってください。 

• ピントを合わせる時は、シャツターボタンの半押しを続ける 
か(咳 P .29)、 AF 作動ポタンを押し続けてください (^ P .38)。 
_ 4 :才ートフォーカスでピント合わせる時に、シャツターボ 
タンの半押しではなく、 AF 作動ボタンの操作でのみ行えるよう 
に変更できます KP .73 )o 
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フォーカスエリアセレクターロックレバーを回転させてロッ 
クを角都余し、フォーカスエリアセレクターでフォーカスエリ 
アを中央にセットします。 


瞧 



半押しタイマーが ON の状熊で、 フォーカスエリアセレクター 
を上下左右に押すと、フォーカスエリアが押された方向に移動 
します(隊 P -39)。 
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0 ここをチェックしましよつ 


_フォーカスモードを S (シングル AF サーボ）や C (コンティニユアス AF サーボ） 
にセットした時は、レンズの距離リングは手で回さないでください。 

□S (シングル AF サーボ）にセットすると、ピントが合っていない時は、シャッ 
夕一はきれません。 

D フォーカスモード、フォーカスエリア、 AF エリアモードなどフォーカス機能の 
詳細は P .38 〜45をご覧ください。 

才ートフォーカスが苦手な被写体については P .44 をご覧ください。 

. フォーカスエリアセレクターの操作中、選択されているフォ 
-カスエリア表示が表示ゾ、•ネルとファインダー内に点灯します 
(ファインダー内は赤色に点灯® P .39) 。 


4.3 


フオーカスエリアセレクターロックレバーを回転させて、フ 
オーカスエリアセレクターをロックします。 



4.4 


AF エリアモードセレクトダイヤルを [] (シングルエリア AF ) 
にセツトします。 



— 

E23 

--^ 

F 5.5 


p mn 


‘ AF エリアモードセレクトダイヤルの操作は、止まるまで確実 
に行ってください。 


撮影の基本ステップ 
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測光モードと露出モードをセットします。 



測光モードを K (マルチパターン測 
光）に、露出モードを P (プログラ 
ムオー ト）に セツ トします。 



C 4 測光モードセレクトダイヤルロックボタンを押しながら、測光モー 
J ,1 ドセレクトダイヤルを K (マルチパターン測光）にセットします。 



•ファインター内表不にマルチパターン表不 s が点灯します。 
•マルチパターン測光は、撮影画面を10分割して、それぞれの 
部分を独立して測光した情報に基づいて、最適な露出値を決定 
します。さらに D タイプまたは G タイプ AF レンズを装着した場 
合には、画面内の最大輝度、輝度差情報に加えカメラから被写 
体までの距離情報を加味して測光の精度を高めた、 3 D -1 0分割 
マルチパターン測光となります （《$• P .46) 。 
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0 ここをチェックしまし よつ 


g □測光モードにはマルチパターン測光、中央部重点測光、スポツト測光の3種類 
があります。各測光モードの詳細については P .46 をご覧ください。 

□露出モードにはプログラムオート、シャツター優先才一卜、絞り優先才一卜、 
マニュアルの斯重類があります。各露出モードの特長を活用すれば、被写体や撮 
影意図に合わせて効果的な撮影が行えます。各露出モードの特長は 5.2 を、さら 
に特長と撮影方法の詳細は各表示の下に表記された参照ページをご覧ください。 


露出モードボタン»を押しながら、メインコマンドダイヤ 
ルで露出モードを P (プログラムオート）にセットします。 



_シャツ ターボタンを半押しすると、 シャツ タースピードと絞り 
が表示パネルとファインダー内表示に点灯します。 


■各露出モードの特長 


表示 

名称 

特長 • こんな時に使用すると便利です。 

P 

P .48 

プログラム 
オート 

シャッタースピードも絞りもカメラが制御します。プログラ 
厶シフト(«^ P .49) や露出補正 （ i ^ P .58) により、カメラが 
決定した露出に撮影者の意図を加味することもできます。 

5 

P .50 

シャツター優先 
オート 

シャッタースピードをセットすれば、絞りはカメラが制御します。 
動きのある被写体を速いシャッタースピードで写し止めたり、遅 
いシャッタースピードで動きを強調したりすることが可能です。 

R 

P .52 

絞り優先オート 

絞りをセットすれば、シャッタースピードはカメラが制御しま 
す。手前から奥まで鮮明に写す、背景をボカすなどの被写界深 
度（ピントの合う前後の範囲）を考慮した撮影に最適です。 

P .54 

マニュアル 

シャッタースピードも絞りも自由にセットできます。他の露 
出モードでは意図した撮影が難しい時などに便利です。 


撮影の基本ステップ 
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カメラを構え、ピントを合わせます。 



シャツターボタンの半押しを続ける 
と、カメラがピント合わせを行い、 
ピントが合うとファインダー内の合焦 
表示#が点灯します。 




•わきを締め、ひじは軽く体につけます。 

•片足を軽く踏み出し、上半身を安定させます。 

•右手で、カメラのグリップを包みこむように持ち、左手はレ 
ンズを支えます。 

•マルチパワーバッテリーパック MB-15 (別売り 《^P.90) を装着 
すると、縦位置に構えた時にシャッターがきりやすくなります。 


_ 

_要点 手ブレとシャッタースピードについて 
撮影に手ブレは禁物です。撮影時の目安として、シャッタースピー 
ドは「1/装着しているレンズの焦点距離」秒より高速になるよう 
にこころがけてください（例： 50mm レンズの場合は、1/50秒よ 
り高速になるように)。低速時は三脚のご使用をおすすめします。 


^- 

- -< 

■注意觀を決める際のご注意 



このカメラのファインダーで確認できる範囲（ファインダー視野 
率）は、実際に撮影される画面の約96°/。です。したがって、ファ 
インダーをのぞいて見た視野よりも、実際に撮影される画面は多 
少広くなります。ただし、ネガフィルムをサービスサイズなどで 
プリントした場合には、実際に撮影した画面よりも画面の周囲が 
数ミリカットされる傾向がありますので、ご注意ください。 
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0 ここをチェックしましよう 


- の 

_ファインダー像がはっきりしない時は、視度調節 («■ P .65) を行ってください 。 S 
ファインダー■(象が確認しやすくなります。 t 

□主要被写体（ピントを合わせたい人物やものなど）がフォーカスエリアから外れテ 
る構図で撮影する場合は、フォーカスエリアセレクターでフォーカスエリアを選 Z 

択し直す （》 P .39) か、「フォーカスロック撮影」 (■»■ P .42) を行ってください。 

__夢ータパ'ック MF -29 (別売り）を装着すると日付と時刻の写し込みが行えます （ i ^ P .93)。 


Co 構図を決め、シャッターボタンを半押しして、ピントを合わ 
0, ^せます。 



ピントを合わせたいものにフォーカスエリアを重ねてシャッ 
夕ーボタンの半押しを続けると、カメラが自動的にピント合わ 
せを行い、ファインダー内表示に次の表示が点灯または点滅し 
ます。 

• (点灯）：被写体にピントが合っています。 

► (点灯）：目的の被写体よりも手前にピントが合っています。 
◄ (点、灯）：目的の被写体よりも後方にピントが合っています。 

► ◄ (点滅）：オートフォーカスでピント合わせができません。 

ピントを合わせたいものがフォーカスエリアから外れる構図 
で撮影する場合は、フォーカスエリアセレクターでフォーカス 
エリアを選択し直す （《^ P _39) か、「フォーカスロック撮影」 
P .42) を行ってください0 

オートフォーカスが苦手な被写体については、 P .44 をご覧くだ 
さい。 
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ファインダ- 1^1 际を確認し、シャッターをきります。 



合焦表示暴を確認し、シャツターボ 
タンをゆっくりと深く押してシャツ 
ターをきってください0はじめから 
被写体が動いている時は、被写体の 
動きに合わせてカメラが自動的にピ 
ントを追い続けます。 



7.1 


シャッターボタンを半押しし、ファインダー内表示を確認します 
(シャッタースピードと絞りは1/3|受ステップで表示されます)。 



• 表示パネルやファインダー内表示に警告が行われた場合、 P .48 
を参考に対応してください。 

_ ?:表示パネルとファインダー内に表示されるシャツタース 
ピードと絞りのステップを1/2段または1段に変更できます 
KP .73)。 


7.2 


合焦表示參の点灯を確認して、静かにシャッターボタンを 
押し込みます。 




シャツターをきるとフィルムは自動的に1コマ巻き上げられ、 
次の撮影の準備が完了します。 
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0 ここをチェックしまし よつ 


_ファインダー内表示でピントと露出の確認ができます。警告が行われた場合は 
P .48 を参考に対応してください。 

□フィルムの最後のコマが撮影されると、表示パネルに End が点滅します。2つのフ 
ィルム巻き戻しボタン0=を同時に押して、フィルムの巻き戻しを行ってください。 
U フィルムの途中巻き戻しについては、 P .36 をご覧ください。 

セルフタイマ-撮影に関しては、 P .69 をご覧ください。 

1:〇リモート撮影については、 P .95 をご覧ください。 


7.3 


フイルムの最後のコマが撮影されると、 End が点滅します。 
2つのフィルム巻き戻しボタン Qf を約1秒間同時に押して、 
フィルムの巻き戻しを行ってください。 


心 

: n cl — 


P 1 R ( f ?) 



7.4 


•フィルム卷き民し中は、表不パネルにフィル厶卷き民し表不 
〇--が点滅し、フィルムコマ数がカウントダウン表示されます。 

• 規定枚数を超えて撮影したコマは現像処理上カットされること 
があります。 

；:撮影フィルムが終了すると、自動的にフィルムの巻き戻 
しが開始されるように変更できます P .73) 0 

巻き戻しの完了を確認して、フィルムを取り出します。 



_表示/、•ネルに E が点滅（半押しタイマーが OFF になると点灯） 
すると巻き戻しは完了です。直射日光を避けて裏ぶたを開け、 
パトローネを斜め上に持ち上げながらフィルムを取り出してく 
ださい。 


撮影の基本ステップ 
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コラム：測光 • 露出 


測光と露出は写真撮影の重要なポイント。それぞれの特徴を知っておくことによっ 
て、表現の幅を広げることができます。 

測光 

撮影しようとする被写体（写したい対象物）の明るさを測ることを測光とい 
います。測光は露出（露光）を決める時の重要な情報源で、これによりフィ 
ルムに最適な光（適正露出）を与えるシャッタースピードと絞りの組み合わ 
せが決定されます。 

通常、被写体が含まれる撮影画面内の明るさは必ずしも一様ではないため、こ 
のカメラは、画面を10分割し、それぞれの部分を独立して測光した情報を利用 
して適正_出を決める「マルチパターン測光」と、撮影画面内中央部の明るさ 
に重点を置いて適正露出を決める「中央部重点測光」、5つのフォーカスエリア 
のうち選択した1つに重なる狭い測光エリアで測光する「スポット測光」の3つ 
の測光モードを備えています。 

なお、 D タイプまたは G タイ プニッコール レンズを装着して マル チパターン測 
光を選択するとさらに距離情報を加味した 「3 D -10 分割 マル チパターン測光」 
となり、より高い測光精度を発揮します。 P .46) 

露出（露光） 

被写体（写したい対象物）をカメラのレンズを通してフィルムに感光させて 
記録することをいいます。その時、被写体の明るさとフィルムの感度に合わ 
せ、シャッタースピードと絞りを調節して、フィルムに最適な光（適正露出） 
を与えることが大切です。 

このカメラは適正露出を得るため、プログラムオート P .48) s シャッタ_ 
優先才一卜 （ i ^ P .50)、 絞り優先才一卜 («$- P .52). マニュアル （ t ^ p .54) の4 
つの露出モードを備えています。また、各才ート露出時にカメラが制御する 
露出に対して、撮影者の意図を反映できる AE ロック機能 P .56) s 露出補正 
機能 P .58). 才ートブラケティング（自動段階露出）機能 一 P .59) も備 
えています。 
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操作の詳細 


このカメラの各機能をレンズ、フイルム、 
ピント、露出、その他の機能の順に 
詳細に説明しています。 







このカメラに使用可能なレンズについて 


■このカメラには、 CPU 内蔵 ニッコール （DX ニッコール およびIX ニッコ 
—ルを除く）をご使用くださしヽ。特に、 D タイプまたは G タイプ AF 二 
ッコール レンズを装着すれば、全ての機能が使用できます —P.20)。 


_要点 G タイプおよび G タイプ以外の CPU 内蔵ニッコールレンズについて 


G タイプニッコールレンズは、レンズ本体から絞りリングを無くしたレンズです。 
このため、このカメラに使用する場合、従来の絞りリングがあるレンズのように、 
絞りリングを最小絞り（最も数値の大きい絞り）にセットする必要がありません。 

G タイプ以外の CPU 内蔵ニッコールレンズには、絞りリングがあります。この 
カメラに使用する場合は、絞りリングを最小絞りにセットしてロックします。 
絞りリングが最小絞りにセットされていない時は、電源スイッチを ON にする 
と表示パネルとファインダー内表示に FE£ が点滅し、シャッターがきれませ 
ん（絞りリングで絞りをセットする場合を除く瞭卩.77)。 


"■ CPU 内蔵ニッコール以外のレンズ装着時には 

露出モードを A (絞り優先オート）または M (マニュアル）に、測光モードを中央部 
重点測光またはスポット測光にセットしてください。これ以外にセットした場合は、 
表示パネルの露出モード表示 （P または 5) が点滅して警告すると同時に、自動的に 
露出モードを R、 測光モードを中央部重点測光®に切り換えて制御します（ファイン 
ダー内表示には A が点灯します)。また、コマンドダイヤルによる絞りのセットはで 
きなくなり、表示パネルとファインダー内表示の絞り表示も F-- となりますので、絞 
りのセットと確認はレンズの絞りリングで行ってください。 



■競 使用できなしヽ CPU 内蔵ニッコール以外のレンズ等について 
下記の CPU 内蔵ニッコール以外のレンズ等は使用できません。無理に装着しよ 
うとすると、カメラやレンズを破損しますのでご注意くださし、。 


.AF テレコンバーター TC-16AS 

• Ai 改造をしてないニッコールレンズ （Ai 方式以前の連動爪を使用するタイプ） 

• フォー カシング ユニッ ト AU-1 を必要とするレンズ (400mm f/4.5 600mm f/5.6 
800 mmf/8 1200 mmf/11) 

•フィッシュアイ (6mmf/5.6 7.5mmf/5.6 8mmf/8 OP10mmf/5.6) 

• 1021 mmf/4 

•K1 リング、 K2 リング、オート接写リング PK-1、PK-11、BR-2 リング、 BR-4 リング 

• EDI 80〜600 mm f/8 (製品 N 〇_174041〜17418 0) 

• ED360 〜1200 mmf/11 (製品 N 〇_174031〜17412 7) 

• 200〜600 mmf/9_5 (製品 No_280001 〜30049 0) 

• F3AF 用 （80mmf/2.8 200mmf/3.5 テレコンバーター TC-16S) 

•PC28mmf/4 (No_180900 以前の製品） 

• PC35mm f/2.8 (製品 N 0.851001〜90620 0) 

• IBPC35mm f/3.5 

• 旧レフレックス1000 mmf/6.3 
• レフレックス1000 mmf/11 (製品 N0.142361〜14300 0) 

•レフレックス2000 mm f/1 1(製品 No_2001 11〜20031 0) 
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■CPU 内蔵ニッコールの種類と使用できるその他のレンズについて 



、、、、、 モード 

フォーカスモード 

露出モード 

測光モード I 



オート 

フォーカス 

マニュアル 

P 

A 

1マルチパターン測光 

娜驗觥 


レンズ 

フォーカス 

エィド 

S 

M 

3D-10 分割 

10分割 

スポット•誠※1 

C 

D タイプ AF レンズ、 G タイプ AF レンズ、 
AF-S レンズ、 AF-I レンズ※2 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

〇 

P 

U 

内 

m 

ヅ 

PC マイクロ 85mm f/2.8D ※3 

— 

〇※4 

〇 

— 

〇※5 

〇 

— 

〇 

AF-S、AF-I テレコンバーター※7 

〇※8 

〇※8 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

〇 

1 

ル 

※ 

D タイプおよび G タイプ以外の 

AF ニッコール （F3AF 用を除く） 

〇※9 

〇※9 

〇 

〇 

〇 

— 

〇 

〇 

6 

Ai-P ニッコール 

— 

0^10 

〇 

〇 

〇 

— 

〇 

〇 

C 

Ai-S、Ai、 シリーズ E レンズ、 

改造 Ai ニッコール 

— 

0^10 

〇 

— 

〇 

— 

— 

〇 

P 

U 

内 

メディカル120 mmf/4 

— 

〇 

〇 

— 

〇※12 

— 

— 

— 

概 

ヅ 

□ 

レフレックスレンズ 

— 

— 

〇 

— 

〇 

— 

— 

〇 

1 

ル 

以 

外 

の 

レ 

PC ニッコール 

— 

〇※4 

〇 

— 

〇※13 

— 

— 

〇 

Ai-S、Ai テレコンバーター 

— 

〇※8 

〇 

— 

〇 

— 

— 

〇※14 

ズ 

等 

※ 

ベローズ PB-6 ※仿 

— 

〇※8 

〇 

— 

〇※16 

— 

— 

〇 

11 

オート接写リング 
(PK-11A. 12.13 .PN-11) 

— 

〇※8 

〇 

— 

〇 

— 

— 

〇 


糾： CPU 内蔵ニツコールレンズ装着時はフオーカスエリアの選択によりスポツト測光エリアの移動が可能（炫 P.47)。 

※之：このカメラは VR ニッコールレンズの VR (手ブレ補正）機能に対応しています。 

※㊀：カメラの測光モード、および調光制御機能は、あおり操作（シフト、ティルトとも）を行っているとき、または開放絞り 
以外に絞りがセットされているときには、正しく機能しません。 

※斗：あおり操作を行っていない場合のみ可能。 

※已：露出モードはマニュアル （M) で使用可能。 

※6 : DX ニッコール およびIXニ ッコールは 使用できません。 

※ア：八ド-㊀レンズ、 AF-I レンズ専用。ただし八卜3日017~35〇1(71ず/2.80、 AF-S ED24 〜 85mm f/3.5 〜 4.5G、AF-S VR ED24 〜 
120mm f/3.5 〜 5.6G、AF-S ED28 〜 70mm f/2.8D は使用できません。また、 AF-S TC-20EII および AF-I TO20E は、 AF-S VR 
ED200 〜400 mm f/4G、AF-S ED300mm f/4D、AF-S ED 500 mm f/4DlI、AF-S ED500mm f/4D、AF-I ED500mm f/4D、AF-S 
ED600mmWDlIs AF-S ED 600 mm WD 、 AF-I ED600mmWD との組み合わせでは AF 撮影はできません。 

※8 :合成絞りが f/5.6 以上明るい場合のみ使用可能。 

※〇 : AF80 〜200 mmf/2.8S、AF 35〜7 Ommf/2.8S、AF 28〜 85mmf/3.5~4.5S (New)、AF28 〜 85mmf/3.5 〜 4.5S レンズを使用し、 
ズームの望遠側かつ至近距離で撮影した場合、ファインダースクリーンのマット面の像と才一トフオーカスの合焦表示が 
合致しない場合があります。このような場合は、マニュアルフオーカスによりファインダースクリーンのマット面を利用 
してピントを合わせて撮影してください。 

《•10:開放絞りが f/5.6 以上明るい場合のみ獅可能0 

※扣：一部装着不可能なレンズ （《^P.34) があります。 

《•12:露出モードはマニュアル （M) で、シャッタースピードは1/12渺以下で使用可能。 

《•13:絞り込み測光で使用します。露出モードが絞り優先才一卜 （A) の場合はレンズ側で絞りプリセットを行い AE ロック後 
アオリを行ってください。マニュアル （M) の場合はレンズ側で絞りプリセットを行い、アオる前に測光して露出を決 
定してください。 

※枓： Ai 28〜 85mm f/3.5~4.5S、Ai 35〜 105mm f/3.5 〜 4.5S、Ai 35 〜 135mm f/3.5 〜 4.5S、AF-S 80~200mm f/2.8D レンズの組み 
合わせによっては、露出補正を行う必要があります。詳細はテレコンパーターの使用説明書をご覧ください。 

※巧：縦位置にして装着してください（装着後、横位置に戻すことは可能です)。 

※圯：絞り込み込み測光で使用可能、露出モードが絞り優先オート （A) の場合はベローズ側で絞り込みを行い測光後撮影して 
ください。 

• 複写装置 PF4 はカメラアダプタ ーPA4 を併用すると装着できます。 


レンス 
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フイルムについて 


■フイルム 感度のセツトと確認方法 

ISO 感度ボタン珍を押しながら、メインコマンドダイヤルで使 
用するフイルムの ISO 感度をセツトします。 




• コマンドダイヤルの回転でフィルム感度を EH または IS06 〜6400の範囲 （1/3 
段ステップ）にセットすることができます。 

• DX マーク付フィルムの場合は、圃にセットしてフィルムを装てんすると 
IS025 〜5000の範囲でフィルム感度は自動設定されます。また、 DX マーク 
付フィルムを装てんして、圃以外の感度にセットすると、その感度が優先 
されますので、フィルムの増感 • 減感を行う撮影に便利です。 

• DX マークがないフィルムの場合は、 IS06 〜6400の範囲でセットできます。 

• いずれの場合も、セットされているフィルム感度の確認は ISO 感度ボタン诊 
を押すだけで行えます。 

fflM S ： BH にセットして、誤って DX マークがないフィルムを装てんすると、 
■SO 、EH、Ere が点滅して警告しますが、通常、フィルムを1コマ目まで空送 
りした後に行われるこの警告を、電源スイッチ ON の状態で行われるように変 
更できます(瞭 P.73)。 


■フィルムの 途中巻き戻し について （撮影途中で フィルムを 巻き戻す場合) 
2つのフイルム巻き戻しボタン Q±l を約1秒間同時に押します。 




•フィルム卷き民し中は、表不パネルにフィルム卷き民し表不〇--が点滅し、 
フィルムコマ数がカウントダウン表示されます。 

•E が点滅（半押しタイマーが OFF になると点灯）すると巻き戻しは完了です。 
裏ぶたを開けてフィルムを取り出してください。 
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■フィルムの巻き戻しが行われない場合 




• 電池容量が極端に低下している場合や低温時には、表示パネルにフィルム巻き戻し表示 <3-- 
とフィルムカウンター が点滅し、 フィルムの巻き戻しが行われなかったり、巻き戻し途中で 
モーターが停止したりすることがあります。このような時は、いったん電源スイッチを OFF 
にして電池を交換した後、電源スイッチを ON にして、再度巻き戻し操作を行ってください。 

■フイルム給送モードについて 

糸合送モードセレクトダイヤルロックボタンを押しながら、給送モ 
-ドセレクトダイヤルをセツトします。 



• フイルム給送モードの種類と特徴は次のとおりです。 

S :1 コマ巻き上げ 

シャッターボタンを押すごとに、 フイ ルムが1コマずつ卷き上げられます。 

C : 連続 巻き上げ 

シャッターボタンを押し続けると、フイル厶が最高約 4.5 コマ/秒で連続 
して巻き上げられます。連続撮影に便利です。 

Cs ： 低速 連続 巻き上げ 

シャッターボタンを押し続けると、フィル厶が最高約3コマ/秒で連続して卷 
き上げられます。巻き戻し速度も遅くなり、巻き戻し音は小さくなります。 
巻き上げ速度は、フォーカスモード C、 露出モード M、 シャッタースピード1/250秒以上、 
絞り開放以外、常温 20°C、 単3形アルカリ乾電池使用時の1〜36枚撮影時の平均値です。 

• 給送モードセレクトダイヤルを_にセットすると多重露出撮影 （瞭 P .62) 
が、のにセットするとセルフタイマー撮影（隊 P .69) が行えます。 

•通常、ミラーダウン開始時に行われるフィルム巻き上げが、電池消耗時にはミ 
ラーダウン完了後に行われるように自動的に切り換わるため、連続卷き上げ速 
度が遅くなります。この場合は、早めの電池交換をおすすめします。 37 
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ォ トフオ カスについて 


■フォーカスモードセレクトダイヤルについて 



•フォーカスモードセレクトダイヤルを S (シングル AF サーボ）、または C (コ 
ンティニユアス AF サーボ）にセットしシャッターボタンの半押しを続けると、 
フォーカスエリア内 K P.39) の被写体に自動的にピントを合わせます。 

S :シングル AF サーボ (AF-S -フォーカス優先モード） 

ファインダー内表示の合焦表示春が点灯している時のみシャッターがきれ 
るフォーカス優先モードです。合焦表示 • が点灯した状態でシャッターボ 
タンの半押しを続けると、ピントはそこで固定（フォーカスロック）されま 
す。ただし、初めから動いている被写体には予測駆動フォーカス (■» P.70) 
に切り換わり、被写体の動きに応じてピントを追い続け、ピントが合ってい 
るとカメラが判断するとシャッターはきれます。被写体が静止した時は合焦 
表示•が点灯して、ピントはそこでフォーカスロックされます。 

C :コンティニユアス AF サーボ (AF-C -レリーズ優先モード） 

ファインダー内表示の合焦表示籲の点灯、消灯にかかわらず、いつでも 
シャッターをきることができるレリーズ優先のモードです。いったん合 
焦表示 • が点灯してもフォーカスロックは行われず、シャッターをきる 
までピント合わせの動作を続けます。また、シャッターポタンの半押し 
を続けると、動いている被写体には予測駆動フォーカス P.70) に切 
り換わり、被写体の動きに応じてピントを追い続けます。 

■AF 作動ボタンについて 



•才一トフォーカスで撮影中に AF 作動ボタン»を押し続けると、シャッターボタ 
ンの半押しを続けた時と同様にカメラが自動的に被写体にピントを合わせます。 
H :シャッターボタンの半押しではなく、 AF 作動ポタン»の操作でのみ才 
-トフォーカスが作動するように変更できます （>^P.73) 0 
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フォーカスエリアについて 


■このカメラには、撮影画面内の広い範囲をカバーする5つのフォー 
カスフレームがあります。被写体の位置や構図に合わせてフォーカ 
スエリアの位置を選択できますので、被写体の状況によっては撮影 
したい構図のままピント合わせが行え、フォーカスロックの手間を 
省くことができます。 

フォーカスエリアセレクターロックレバーを回転させてロックを 
角郓余し、フォーカスエリアセレクターでフォーカスエリアを選択 
します。 


m iE 5 f 5 .S 

p 關，1 

-- — . 

' -=： 


• シャッターボタンを半押しし、フォーカスエリアセレクターを上下左右に 
押して希望するフォーカスエリアを選択します。選択されたフォーカスエリ 
アはファインダー内では赤色に点灯します。表示ノネルのフォーカスエリア 
表示も点灯します。 

.フォー カスエリアを選択した後、 フォー カスエリアセレクターロックレバ 
-を回転させてロックすると、フォーカスエリアを選択した位置に固定する 
ことができます。 

• ファインダースクリーンを他のタイプに交換してもフォーカスエリアの選 
択は可能です。 

(«■ 8 :フォーカスエリアセレクターの右を押すと右方向に、左を押すと左方 
向に、上を押すと上方向に、下を押すと下方向にそれぞれフォーカスエリア 
を連続的に循環させることができます。これによりフォーカスエリアセレク 
夕一の押す位置を変えることなく反対側のフォーカスエリアの選択が可能に 
なります(琢 P.74)。 




フォ—カス 
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AF エリアモードについて 


■オートフォーカスで AF エリアモードセレクトダイヤルを切り換え 
ると、選択したフォーカスエリアのみでピント合わせを行うシング 
ルエリア AF モード、または他の4つのフォーカスフレームも活用し 
てピント合わせを行うダイナミック AF モードのいずれかを選ぶこ 
とができます。 

AF エリアモードセレクトダイヤルで、 AF エリアモードをセット 
します。 




• AF エリアモードセレクトダイヤルをシングルエリア AF モードに切り換える 
と、表示/ネルにシングルエリア AF モード表示 □□ が、またダイナミック 
AF モードに切り換えると、ダイナミック AF モード表示 EG またはが点 
灯します（ぽ P.41)。 

[] :シングルエリア AF モード 

5つのフォーカスフレームの中から、撮影者自身が選択した1つのフォ 
—カスエリアだけでピント合わせを行うモードです。このモードは、 
動きの少ない被写体に対して選択したフォーカスエリア単独で正確に 
ピント合わせを行いたい場合などに便利です。 

[+3 :ダイナミック AF モード 

1つのフォーカスエリアのみでピントを合わせるシングルエリア AF モ 
-ドに対し、ダイナミック AF モードでは、複数のフォーカスフレーム 
を使用してピント合わせを行います。撮影者自身が選択した1つのフ 
ォーカスエリアからピントを合わせたし、被写体が一時的に外れてしま 
った場合でも、他のフォーカスフレームからのピント情報を利用して 
ピント合わせを行うことが可能です（ファインダー内のフォーカスエ 
リア表示は変化しません）。このモードは動いている被写体（特に不 
規則な動きをする被写体）を追い続ける時など、被写体をフォーカス 
エリアに正確に捉え続けることが困難な場合に便利です。さらに、ダ 
イナミック AF モードでは次ぺージの「至近優先ダイナミック AF」 も 
使用可能です。 
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■至近優先ダイナミック AF について 

• 至近優先ダイナミック AF とは、 AF エリアモードがダイナミック AF モードの 
時に使用可能な機能で、5つのフォーカスフレームのうち、自動的にいちば 
ん手前にある被写体に重なっているフォーカスフレームを使用してピント合 
わせを行う方法です。5つのフォーカスフレームのいずれかに必ずピントが 
合いますので、ピントの外れた写真を避けることができます。 

•至近優先ダイナミック AF の時は、表示パネル、ファインダー内ともにフォ 
一カスエリアは表示されません。 

• 望遠レンズ使用時および被写体の輝度が低い時には、至近のフォーカスエ 
リアが選択されない場合があります。その際にはシングルエリア AF モード 
のご使用をおすすめします。 

€9 5. 10 :至近優先ダイナミック AF はフォーカスモードがシングル AF サーボ 

( AF - S ) でも、 コンティニュアス AF サーポ ( AF - C ) でも使用できますが、 AF - 

S の時は初期設定で自動的にセットされ、キャンセルは (m 3で行います。 

AF - C の時は、でセットします （ i ^ P .74)。 


■才一トフオーカス機能の一覧表 



フォーカス 

モード 

フォーカス 
エリァの 選択 

AF エリア 
モード 

憂先 

ダイナミック AF 

表示 

パネル 

フォーカスエリア 

の点灯と消灯 

I 

AF-S 

手動 

シングル 
エリア AF 


n 


1 

AF-S 

自動 

ダイナミック 

AF 

する（初期値） 

n 

消灯 

m 

AF-S 

手動 

ダイナミック 

AF 

しない 

03で解除 

LU 

m 

IV 

AF-C 

手動 

シングル 
エリア AF 



C 3 


m 

V 

AF-C 

手動 

ダイナミック 

AF 

しない（初期値） 


+ w + 


m 

VI 

AF-C 

自動 

ダイナミック 

AF 

する 

(9 で設定 

Ld 

消灯 


•各組み合わせの特長については「コラム： AF 機能の組み合わせと特長」 
(®- P .88) をご覧ください。 また、上表の I ~ VI はコラムの表の I 〜 VI に対 
応しています。 


フォ—カス 
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フォーカスロック撮影 


■オートフォーカスで主要被写体（ピントを合わせたい人物やものな 
ど）が5つのフォーカスフレームのいずれからも外れる構図の時に 
使用します。また、「才一トフォーカスが苦手な被写体」 P.44) 
にも有効です。操作手順はシングル AF サーボ ( AF - S ) とコンティ 
ニ ュアス AF サーボ ( AF - C ) で異なります。 

i ピントを合わせたいものにフォーカスエリアを重ねて、シャ 
■ ッターボタンを半押しします。 



•ピントが合うと合焦表示》が点灯します。 


2合焦表示•が点灯したら、フォーカスロックを行います。 
シングル AF サーボ （ AF - S ) の場合 

シャッターボタンの半押しを続けると、ピントがそのまま固定（フォー 
カスロック）されます。 



- AE/AF ロックボタン繼を押してフォーカスロックを行うことも 
できます（コンティニュァス AF サーボの場合を参照 ) 〇 
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コンティニユアス AF サーホ ( AF - C ) の場合 

シャッターボタンを半押ししたまま、 AE / AF ロックボタン■を押す 
と、ピントがそのまま固定（フォーカスロック）されます。 



• シャッターボタンから指を離しても、 AE / AF ロックボタン翻を押 
している間はフォーカスロックされます。また 、 AE ロック（陵 P .56) 
も同時に行われます。 

S : AE / AF ロックボタン翻を押した時に、 AF ロックだけ行われ 
るように変更できます （ i ^ P .77)。 


フォーカスロックを行ったまま、構図を決めて撮影します。 


•フォーカスロック 後は、主要被写体と の 撮影距離を変えないでください。 

• シャッターをきった後も、シャッターボタンの半ネ甲しによるフォーカス 
ロックを行った場合は指を離さずに、また、 AE / AF ロックボタン戀を 
押してフォーカスロックを行った場合は、 AE / AF ロックボタン欄を押 
したままシャッターボタンを押し込めば、ピントを固定したままイ可度で 
も撮影できます。 

• ピントが固定された後に被写体が動いた（撮影距離が変化した）場合は、 
いったんシャッターボタンや AE/AF ロックポタン繼から指を離し、フ 
才ーカスロックを解除してからピントを合わせ直してください。 




フォ—カス 
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■次のような被写体では、才一トフォーカスでピント合わせができな 
い場合があります。このような場合は、 M (マニュアル フォーカス 
bs -P.45) に切り換えて マニュアルで ピントを合わせるか、それぞれ 
の被写体に表記されている方法でピント合わせを行ってください。 


被写体が非常に暗い場合 

• アクティブ補助光を備えたスピードライト 
( crp .94) を使用し、中央のフォーカスフレー 
ムをフォーカスエリアとして選択すると、オー 
トフォーカスによるピント合わせが可能です。 


明暗差がはっきりしない場合（白壁や背景と同色 
の服をきている人物等） 

• おおよそ同じ距離の被写体にピントを合わせて 
フォーカスロック （|» P .42) を行い、そのまま 
構図を元に戻して撮影します。 


フォーカスフレーム内に遠いものと近いものが'/昆 
在する被写体（オリの中の動物や木の前の人物等） 

• おおよそ同じ距離の被写体にピントを合わせて 
フォーカスロック ( etP .42) を行い、そのまま 
構図を元に戻して撮影します。 

連続した繰り返しパターンの被写体（ビルの窓等) 


フォーカスフレーム内の被写体の輝度差が著しく 
異なる場合（太陽が背景に入った日陰の人物等） 
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才一トフォーカスが苦手な被写体について 
























































マニュアルフォーカスについて 


■フォーカスモードセレクトダイヤルを M にセツトすれば、マニュア 
ルフォーカス（手動）でピント合わせが行えます。 


• フォーカスモードセレクトダイヤルを M (マニュアル）指標に合わせて確実 
にセットします。ピントはレンズの距離リングを回して、ファインダースク 
リーンのマット面の■(象がはっきり見えるように合わせます。シャッターは、 
合焦表示•の点灯、消灯にかかわらずきることができます。マニュアルフ 
ォーカスは、才ートフォーカスが苦手な被写体 (■»■ P.44) を撮影する時や、 
AF ニッコール以外のレンズ （n^P.35) を装着している時にご使用ください。 

■フ オー カスエイドによるピント合わせ 


. フォーカスモードセレクトダイヤルを M (マニュアル）にセットした時、開 
放絞りが f/5.6 以上明るいレンズを装着すると、ファインダー内表示の合焦表 
示•により合焦状態を確認できる「フォーカスエイドによるピント合わせ」 
が行えます。 

•シャッターボタンを半押しして半押しタイマーが作動中にレンズの距離リ 
ングを回して合焦表示拳を点灯させます。シャッターはいつでもきること 
ができます。また、いずれのフォーカスフレームをフォーカスエリアとして 
選択してもフォーカスエイドが行えます («®-P.39)o 
. ファインダー内表示に►表示が点灯している時は、ピントを合わせたい被 
写体よりも手前にピントが合っています。◄表示が点灯している時は、ピ 
ントを合わせたい被写体よりも後方にピントが合っています。いずれの場合 
も、レンズの距離リングを回して合焦表示•を点灯させてください。 






フォ—カス 
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測光モードについて 


■測光モードセレクトダイヤルを切り換えることにより、3つの測光 
モードから被写体の光の状況に最適な測光モードを選ぶことができ 
ます。 


測光モードセレクトダイヤルロックボタンを押しながら、測光モ 
-ドセレクトダイヤルをセツトします。 



• 装着レンズによっては使用できなし、測光モードがありますわ P .35) 。 
■ 測光モードの種類と特長は次のとおりです。 

〇 :10分割マルチパターン測光. 3 D -10 分割マルチパターン測光 



10分割マルチパターン測光は撮影画面を図のように10分割して、それ 
ぞれの部分を独立して測光した情報に基づいて、最適な露出値を決定 
します。さらに D タイプまたは G タイプニッコールレンズを装着した場 
合には、画面内の最大輝度、輝度差情報に加えカメラから被写体まで 
の距離情報を加味して測光の精度を高めた、 3 D -10 分割マルチパターン 
測光となります。このモードを使えば、ほとんどの被写体で適正露出 
を得ることができます。 

ただし、 AE ロック（隊 P .56) や露出補正 KP .58) を行う時は、中央 
部重点測光またはスポット測光をおすすめします。 
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[«]: 中央部重点測光 



中央部重点測光はファインダー中央部 （5612mm の円内）を重点的に測 
光して露出値を決定しますので、 012mm の円内の露出を基準に撮影 
したい場合に適していま1； 


Q : スポット測光 


〇 


フォーカスエリアに重なる Ji4mm 相当（全画面の約1%)を部分的に測光 
して露出値を決定します。逆光時やコントラストの差が激しい時など、 
フォーカスエリア相当の狭し\範囲での露出を基準に撮影したい場合に適 
しています。測光エリアは選択されているフォーカスエリアに連動す 
るため、撮影したい構図のまま、フォーカスエリアセレクターを操作 
して測光エリアを変えることができます。 

ただし、至近優先ダイナミック AF モード時 K P .41) や CPU 内蔵ニッ 
コール以外のレンズ(» P .34) を装着している場合は、 フォーカスエ 
リアの連動は行われず、画面中央のフォーカスフレームに相当する部 
分を測光します。 


測光•露出 
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各露出モードによる撮影 


■ P :プログラムオート 

撮影状況に応じて、最適露出となるようプロ 
グラム線図に従ってカメラが自動的に露出制 
御を行います。プログラムシフトや露出補正 
K P.58). 才ートブラケテイング （>^P.59) 
などの併用により、高度な撮影も楽しめます。 
• CPU 内蔵ニッコール装着時のみ選択できます。 


露出モードボタンを押しながら、メインコマンドダイ 
ヤルで露出モードを P にセットします。 




• G タイプ以外の CPU 内蔵ニツコールレンズの絞りリングが最小絞りにセ 
ツトされていない時は、表示パネルとファインダー内表示に芘£が点滅 
し、シャツターがきれません。 

•CPU 内蔵ニツコール以外のレンズを装着すると、露出モードを自動的に 
A (絞り優先才一卜）に切り換えて制御します。この場合、露出モード 
表示は表示パネルには P が点滅し、ファインダー内表示には A が点灯し 
ます。また、この時、表示パネルとファインダー内表示の絞り表示には 
F-- が点灯しますので、絞りのセットと確認はレンズの絞りリングで行 
つてください。 


2構図を決め、ピントを合わせて撮影します。 

• 次の警告が表示パネルやファインダー内表示に点灯した場合、被写体が明 
るすぎたり暗すぎたりして、カメラの制御範囲を超えています。 

• H ! ： ND (光量調節用）フィルターを使用してください。 

- Lo :スピードライトを使用してください。 

OM c* ■ 表示パネルとファインダー内表示に表示されるシャッタースピー 
ドと絞りのステップを1/2段または1段に変更できます（■^ P.73) 。 
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g 要点プログラムシフトについて 


プログラムオートで撮影中に 
メインコマンドダイヤルを回 
すと、露出を一定にしたまま 
シャッタースピードと絞りの組 
み合わせを変えることができま 
す0この機能により、プログラ 
厶オートにセットしたままシャッター優先オートや絞り優先オートのような 
使い方ができます。プログラムシフト中は表示パネルにプログラムシフトマ 
ーク * が点灯します。解除は、プログラムシフトマーク*が消灯するまでメ 
インコマンドダイヤルを回す、他の露出モードに切り換える、電源スイッチ 
を OFR こする、ツーボタンリセット («^P.78) を行うなどで可能です。 




[参考]プログラム 線 図について 

プログラ厶線図はプログラムオート撮影時の露出制御をグラフにしたものです。 

IS0100、 開放絞り f/1.4 •最小絞り f/16 のレンズ 
(例： AF50mm f/1.4D) の場合 



(シャッタースピード） 

'フイルム感度に応じた測光範囲により、 EV 値の両端に制限があります。 

'マルチ パターン測光では、 IS0100 の時16 1 〆を越える EV 値では、すべて16 1 〆として 
制御されます。 


測光•露出 
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各露出モードによる撮影-っづき- 


■ 5： シャッター優先才ート 

撮影者がシャッタースピード （30 秒〜1/8000 
秒）をセットすれば、絞りはカメラが自動制 
御します。スポーツシーンの撮影など被写体 
の動きを速いシャッタースピードで写し止め 
る、または遅いシャッタースピードで強調す 
るなど、シャッタースピードを重視した撮影 
に最適です。 

- CPU 内蔵ニッコール装着時のみ選択できます。 

i 露出モードボタン C ® を押しながら、メインコマンドダイ 
■ ヤルで露出モードを5にセットします。 




G タイプ以外の CPU 内蔵ニツコールレンズの絞りリングが最小絞りにセ 
ツトされていない時は、表示パネルとファインダー内表示にが点滅 
し、シャツターがきれません。 

CPU 内蔵ニツコール以外のレンズを装着すると、露出モードを自動的に A 
(絞り優先才一卜）に切り換えて制御します。この場合、露出モード表示は 
表示パネルには S が点滅し、ファインダー内表示には A が点灯します。ま 
た、この時、表示パネルとファインダー内表示の絞り表示には f -- が点灯 
しますので、絞りのセットと確認はレンズの絞りリングで行ってください。 


0 メインコマンドダイヤルでシャッタースピード （30 秒〜 
L 1/8000秒）をセットします。 
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!ど：サブコマンドダイヤルでシャッタースピードのセットが行えるよ 
うに変更できます (®P.75)„ 













































g 要点シャッタースピードのロックについて 


操作手順の2でセットしたシャッター 
スピードをロックする場合は、コマン 
ドロックボタン EI を f 甲しながら、 
メインコマンドダイヤルで 表示 パネル 
とファインダー 内表示に シャッタース 
ピードロックマーク B を 点灯 させま 
す。解除する時は、コマンドロックボ 
タン ID を押しながらメインコマン 
ドダイヤルでシャッタースピードロッ 
クマーク B を 消灯 させて くだ さい。 



構図を決め、ピントを合わせて撮影します。 

• 次の警告がファインダー内表示や表示パネルに点灯した場合、被写体が 
明るすぎたり暗すぎたりして、カメラの制御範囲を超えています（同時 
に才ーバ ー 、アンダーの量を示す露出インジケーターが点灯します)。 
■ HI ： シャッタースピードをより高速側にセットし、それでも警告表示が 
消えない時は 、 ND (光量調節用）フィルターを使用してください。 

- Lo : シャッタースピードをより低速側にセットし、それでも警告表示 
が消えない時は、スピードライトを使用してください。 

:表示パネルとファインダー内表示に表示されるシャッタースピ_ 
ドと絞りのステップを1/2段または1段に変更できます（隊 P .73)。 
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各露出モードによる撮影-っづき- 


■ H :絞り優先オート 

撮影者が絞り（最小絞り〜開放絞り）をセツ 
卜すれば、シャツタースピードはカメラが自 
動制御します。手前から奥まで鮮明に写す、 
背景をボカすなど、被写界深度（ピントの合 
う前後の範囲）を優先した撮影に最適です。 
また、スピードライト撮影時には、絞りを変 
えることにより調光範囲の変更も行えます 
(«®- P .87) 0 



露出モードボタンを押しながら、メインコマンドダイ 
ヤルで露出モードを R にセットします。 



• G タイプ以外の CPU 内蔵ニツコールレンズの絞りリングが最小絞りにセ 
ツトされていない時は、表示パネルとファインダー内表示にが点滅 
し、シャツターがきれません。 

• CPU 内蔵ニツコール以外のレンズを装着すると、表示パネルとファイン 
ダー内表示の絞り表示には卜-が点灯しますので、絞りのセツトと確認は 
レンズの絞りリングで行ってください。 

絞りのセツトを、レンズの絞りリングでのみ行えるように変更 
できます （ G タイプニッコールレンズを除く <^ pn ) 0 


〇サブコマンドダイヤルで絞り（最小絞り〜開放絞り）をセッ 
L 卜します。 



ど：絞りのセットを、メインコマンドダイヤルで行えるように変更で 
52 きます (■* P .75 )o 































































要点絞りのロックについて 

操作手順の2でセットした絞りをロッ 
クする場合は、コマンドロックボタン 
〇を押しながら、サブコマンドダイ 
ヤルで表示パネルとファインダー内表 
示に絞りロックマーク B を点灯させま 
す。解除する時は、コマンドロックボ 
タン ID を押しながらサブコマンド 
ダイヤルで絞りロックマーク H を消灯 
させてください。 


v ノ 


0構図を決め、ピントを合わせて撮影します。 

• 次の警告が表示パネルやファインダー内表示に点灯した場合、被写体が明 
るすぎたり暗すぎたりして、カメラの制御範囲を超えています（同時に才 
—バ ー 、アンダーの量を示す露出インジケーターが点灯します)。 

• H 丨：より大きい数値の絞りにし、それでも警告表示が消えない時は、 
ND (光量調節用）フィルターを使用してください。 

-!.〇 :より小さい数値の絞りにし、それでも警告表示が消えない時は、 
スピードライトを使用してください。 

tiw ?:表示パネルとファインダー内表示に表示されるシャッタースピー 
ドと絞りのステップを1/2段または1段に変更できます（隊 P .73) 。 
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各露出モードによる撮影-っづき- 


■ N ：マニュアル 

シャッタースピード （ buLfa および30秒〜1/8000 
秒）も絞り（最小絞り〜開放絞り）も、撮影者 
が自由にセットできるので、ファインダー内の 
露出インジケーターを見ながら、撮影状況や 目 
的に合わせた露出決定ができます。長時間露出 
(バルブ）もこのモードでセットします。 



I 歸 


露出モードボタンを押しながら、メインコマンドダイ 
ヤルで露出モードを M にセットして、構図を決めます。 



• G タイプ以外の CPU 内蔵ニツコールレンズの絞りリングが最小絞りにセ 
ツトされていない時は、表示パネルとファインダー内表示にが点滅 
し、シャツターがきれません。 

• CPU 内蔵ニツコール以外のレンズを装着すると、表示パネルとファイン 
ダー内表示の絞り表示には卜-が点灯しますので、絞りのセツトと確認は 
レンズの絞りリングで行ってください。 

¢9 :絞りのセツトを、レンズの絞りリングでのみ行えるように変更 

できます （ G タイプニツコールレンズを除く ®' P .77 )o 


露出インジケーターを確認しながら、シャツタースピードと 
絞りをセツトします。 



•シャッタースピード （ fcuL ( a および30秒〜1/8000秒）はメインコマンド 
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ダイヤルでセットし、絞り（最小絞り〜開放絞り）はサブコマンドダイ 
ヤルでセットします（どちらを先にセットしてもかまいません)。 
•シャッタースピードを buib にセットすると長時間露出（バルブ）撮影 
P .64) となります0 

• シャッタースピードを1/250秒にセットすれば、裏ぶたを開けたままで 
シャッターがきれます。 

•セットしたシャッタースピードと絞りはそれぞれロックできます。シャッ 
タースピードのロック方法は P .51 の「シャッタースピードのロックについて」 
を、絞りのロック方法は P .53 の「絞りのロックについて」をご覧ください。 

:シャッタースピードのセットをサブコマンドダイヤルで、絞りのセ 
ットをメインコマンドダイヤルで行えるように変更できます （ i ^ P .75)。 

_ S :セットするシャッタースピードと絞りのステップを1/2段または 
1段に変更できます P .73) 0 


P 要点露出インジケーターについて 

露出インジケーターの見方は以下のとおりです（例：表示パネル)。 
カメラの測光限界を超えると、露出インジケーターが点滅警告します。 


露出値のステップが露出値のステップが 
1/3段の場合 1/2段の場合 

露出値のステップが 

1段の場合 

適正露出の状態 

+ * ■ ^ ■ ■— 

適正露出の状態 

〇 

適正露出の状態 

2/3段アンダーの状態 

+ ■ 

1/2段アンダーの状態 

〇 

+ ■ ■ ■ !'• ■ > — 

1段アンダーの状態 

+ 

2段以上オーバーの状態 

3段以上オーバーの状態 

3段以上オーバーの状態 


ピントを合わせて撮景多します。 


■ 要点 AF マイクロレンズ装着時の露出倍数について 



AF マイクロレンズをこのカメラに装着して、 外部露出計の測光値を参者に 
絞りをサブコマンドダイヤルでセットする場合、露出倍数を考慮する必要 
はありません。レンズの絞りリングでセットする場合のみ、露出倍数を考 
慮した補正が必要となります。 
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AE ロック撮景 J 


■ AE ロック撮影は、撮影画面内の露出を合わせたい部分をスポット 
測光などにより測光し、 AE / AF ロックボタン纏を押してその露出 
をカメラに記憶させ、そのまま構図を変えて撮影する方法です。露 
出モードは M (マニュアル） 以外にセットしてくださし、0 

1測光モードをスポット測光または中央部重点測光にセットし 
■ます。 



. 十分な AE ロックの効果が期待できないため、マルチパターン測光はおすす 
めできません。 


0露出を合わせたい部分にフォーカスエリアを重ね、シャツタ 
L ーボタンを半押ししたまま AE / AF ロツクボタン_を押し 
て、合焦表示•の点灯を確認します。 



• AE / AF ロックボタン欄を押すと、測光モードに応じた部分の露出が記 
憶（ロック）され、構図を変えても露出は変わりません。 

• AE / AF ロックボタン繼を押すと、ファインダー内に AE ロック表示 EL 
が点灯します。 

1. スポット測光で、測光エリアとフォーカスエリアが連動する条件の時 
(■» P .47) 、選択してあるフォーカスエリアを重ねた部分の露出が記憶 
されます。 

2. スポット測光で、測光エリアとフォーカスエリアが連動しない時 
(«®- P .47) 、は画面中央のフォーカスフレームに相当する部分の露出が 
記 It されます。 
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3. 中央部重点測光の時は中央部多 12 mm の円内の露出が記憶されます。 

•フォーカスモードがシングル AF サーボ ( AF - S ) またはコンティ ニユア 
ス AF サーポ （ AF - C ) の場合、フォーカスロック (■» p .42) も同時に行 
われますので、合焦表示參の点灯も確認してください。 

_ ? 丨： AE/AF ロックボタン繼を押した時に、 AE ロックだけ行われる 
ように変更できます KP .77)。 

AE/AF ロックボタン翻を押したまま、構図を決めて撮影 
します。 


• AE/AF ロックボタン■を押している間も次の操作が可能です。 

1. 露出モードが P (プログラムオート）の場合は、プログラムシフト 

(kt p .49) が可能です。 

2. 露出モードが S (シャッ ター優先才一卜）の場合は、 シャッ タースピード 
の変更が可能です。 

3. 露出モードが A (絞り優先才一卜）の場合は、絞りの変更が可能です。 
いずれも、変更した後の露出表示はそれぞれ制御されるシャッタースピ 
-ド、絞りが表示されます。 

•AE ロック中は、測光モードセレクトダイヤルを切り換えても測光モードは 
変わりません （AE ロックを解除すれば変わります)。 

1 - シャッターボタンの半押しで ae ロックが行えるように変更できま 
す — P .74)。 

AE/AF ロックボタン邏を押すと指を離しても AE ロックの状態 
が保持され、再度 AE/AF ロックボタン纖を押すと解除されるように変 
更できます (« P .77 )o 
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露出補正 


■露出補正とは、カメラが表示する適正露出値を意図的に変えること 
をいいます。たとえば、被写体にコントラストの強いものがある場 
合、カラースライド撮影など適正露出の許容範囲（ラチチュード) 
が小さい時に段階的に露出をずらして撮影する場合などに使用しま 
す。測光モードは中央部重点測光またはスポット測光をおすすめし 
ます。いずれの露出モードでもセット可能です。 

i 露出補正ボタンを押しながら、メインコマンドダイヤ 
1 ルで補正量 （1/3 段ステップで±5段）をセットします。 


\ ) • 露出補正インジケーターの表示例 



•補正量をセットすると、表不パネルとファインター内表不に露出補正マー 
ク这が点灯します。補正量の確認は露出補正ボタンを押すだけで行えます。 
•露出インジケーターが露出補正インジケーターとして表示されます。そ 
の際、露出インジケーターの0は点滅します。 

•補正の目安としては、被写体（たとえば人物など）に対して、背景が明 
るい場合は+側に、背景が暗い場合は一側に補正するのが基本です。 
娜 ど：露出補正量のステップを1/2段または1段に変更できます（ぼ P .73)。 
0 M 丨3 :コマンドダイヤルの操作だけで、露出補正が行えます P .75) 0 

2構図を決め、ピントを合わせて撮影します。 



露出補正を解除する場合は、露出補正ボタンを押しながら、メインコ 
マンドダイヤルで補正量を G . G にセットするか、ツーポタンリセット 
P .78) を行ってください（電源スイッチを OFF にしても解除されません)。 
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才一トブラケティング（自動段階露出) 


■オートブラケティングをセットすれば、シャッターをきるごとに力 
メラが表示する適正露出値（露出モードがマニュアルの場合は撮影 
者がセットした露出値）に対して、自動的にセットした撮影枚数 
(最大3枚）と補正ステップで露出をずらした（露出補正なしで最 
大±2段) _ 撮影が行えます。いずれの露出モードでもセット可能です。 

1 才一トブラケティングボタン像を押しながら、メインコマ 
1 ンドダイヤルでブラケティングマーク Effl を点灯させます。 




•露出モードが P (プログラムオート）の時はシャツタースピードと絞り 
が 、 S (シャツター優先才一卜）の時は絞りが 、 A (絞り優先才一卜）と 
M (マニュアル） の時はシャツタースピードが変化します。 

• いずれの露出モードでも、スピードライト使用時は、スピードライトで 
照らされた主要被写体の TTL 調光レベル （ SB ブラケティング）と、定常 
光で照らされている背景の露出 （ AE ブラケティング）の両方に補正が行 
われます。 

:通常は AE ブラケティングと SB ブラケティングが同時に行なわれ 
ますが、それぞれ AE ブラケティングのみ、 SB ブラケティングのみに変更 
できます p .75 )o 


〇 才一トブラケティングボタン 0 を押しながら、サブコマ 
^ンドダイヤルで撮景ミ枚数と補正ステップをセットします。 


• 撮影枚数と補正ステップの組み合わせは、次ぺージをご覧ください。 
_ ?:セットする補正ステップを1/2段または1段に変更できます 
(炫 P .73)。 
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才一トブラケティング—っづき- 


. 才一トブラケティングボタン0を押しながら サブコマンドダイヤルを 
回すごと に、表示は次のように変化します（カスタムセッティングで補 
正ステップをそれぞれ1/3段、1/2段、1段に変更した場合)。 

1.1/3 段ステップの場合 


撮影枚数と 補正 ステップ 

露出インジケーター 

撮影順序 

- I.G 


0/-1.0 

- eFD.l 

+ ■■丨 ...■ 

0/-0.7 



0/-0.3 

+扦 rs 

+^.. . 1...- 

0/+1.0 


+ v •丨 ■ •- 

0/+0.7 


+ v ■ | 

0/+0.3 

- 3 F ：.G 

+ ■ • • 1 _ ! 

-1.0/-2.0/0 

- 3 FG .1 


-0.7/-1.3/0 

- 3 FG .3 

+ ■ * | ： V 

-0.3/-0.7/0 

+3 f 111 

+^.!. 1 ... - 

+1.0/0/+2.0 

+ 3 FG .1 


+0.7/0/+1.3 

+3 F 0.3 

+«.* ； | •■- 

+0.3/0/+0.7 

3 F 1.0 

+-. . . 1 . . 

0/-1.0/+1.0 

3 F 0.1 

+ v ■ 丨 ■ V - 

0/-0.7/+0.7 

3 FG .3 

+ v ■丨 ■ V - 

0/-0.3/+0.3 


2. 1/2段ステップの場合 


撮影枚数と補正ステップ 

露出インジケーター 

撮影順序 

- 1.3 

+… 

0/-1.0 

-^ F 0 .S 

+…1…•- 

0/-0.5 


+-... 1 ...- 

0/+1.0 

+ MG.S 

+*■... 1 ...- 

0/+0.5 

- 3 F 1.0 

+ ... I .!.**- 

-1.0/-2.0/0 

- 3 FS 3.5 

+ ■ ■ ■ 1 _: 

-0.5/-1.0/0 

+ 3 F ill 


+1.0/0/+2.0 

+3 F 0.5 


+0.5/0/+1.0 

3 F J.G 

1 . . .*■- 

0/-1.0/+1.0 

3 FG .5 


0/-0.5/+0.5 
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3.1 段ステッフの場合 


撮影枚数と補正ステップ 

露出インジケーター 

撮影順序 

:.G 

+ 

0/-1.0 

+ E，F i.G 

+，... 1 ...- 

0/+1.0 

- 3 F i.G 

+ ... 1 . ! 

-1.0/-2.0/0 

+ 3 F i.a 

+^.!. I ...- 

+1.0/0/+2.0 

3 F 1.0 

+，■■. 1 ■ ■ 

0/-1.0/+1.0 


構図を決め、ピントを合わせて撮景多します。 

• 撮影中はシャッタースピードと絞りも補正された値が表示されます。 

•解除はオートブラケティングボタン0を押しながら、 メインコマンド 
ダイヤル で表示パネルのブラケティング表示 m を消灯させます。ただ 
し、この場合でもセットした撮影枚数と補正ステップは保持されます。 

•才一トブラケティングと露出補正 P .58) が同時にセットしてある場 
合、両方の補正値が加算されたオートブラケティング撮影が行えま 
す。±2段を超えるオートブラケティング撮影を行う場合に便利です。 

• フィルム給送モードを C (連続巻き上げ)、 Cs (低速連続巻き上げ）に 
セットし撮影している場合、シャッターボタンを押し続けると、セット 
した枚数が終了した時点でいったん自動的に停止します。 

• 撮影中に撮影フィル厶が終端になった場合、フィル厶交換後に残りの撮 
影が行えます。また、撮影中に鼋源スイッチを〇 FF にした場合も再び 
〇 N にすれば残りの撮影が行えます。 

• セルフタイマー撮影時（隊 P .69) には、セットした撮景5枚数の才一トブ 
ラケティング撮影が1枚ずつ行われます。 

^ 3 ：マイナス側からプラス側へ順番に撮影されるように変更できます 
(隊 P .73) 0 
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多重露出撮影 


■多重露出撮影では、フィルムの同ーコマ上に画像を何回も重ねて撮 
影することができます。いずれの露出モードでもセット可能です。 

i 給送モードセレクトダイヤルロックボタンを押しながら、給 
送モードセレクトダイヤルを多重露出_にセットします。 



0撮影状況に応じて、露出補正ボタンを押しながら、メ 
^インコマンドダイヤルで補正量をセットします。 



• 多重露出はフィルムの同ーコマ上に何度も露出を与えますので、背景や 
被写体が重なつていく場合、多重露出の回数に応じた露出補正を撮影前 
に行う必要があります。 

• —般的な補正量の目安は次のとおりです。 


多重露出の回数 

補正量のセット 

2回 

-1.0 

3回 

-1.5 

4回 

-2.0 

8〜9回 

-3.0 


• 実際の補正量は条件によって変わりますので、テスト撮影をおすすめします。 
•背景が完全に黒く、被写体が画面内で重ならないような場合は、露出補 
正を行わず、各露出ごとに適正露出で撮影するのが基本です。 

•多重露出の際、画面がわずかにずれることがあります。特にフィルムの 
最初と最後のコマはフイルムの卷きぐせがありますので、おすすめでき 
ません。 
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3 構図を決め、ピントを合わせて撮影します。 

• シャッターボタンを押すと1回目の露光が行われます。フィルムの給送は 
行われず、2回目にシャッターボタンを押すと多重露出撮影となります。 

•給送モードセレクトダイヤルを多重露出_にセツトしてある間は、フィ 
ルムカウンターのカウントアップは行われません。 

• 解除する時は、給送モードセレクトダイヤルを多重露出_以外にセット 
してください。このとき、半押しタイマーが ON になっていれば、フィル 
ムは給送されます。半押しタイマーが OFF になっているときは、シャッタ 
—ボタンを半押しするとフィルムは給送されます。フィルムが給送され 
るとフィルムカウンターがカウントアップされます。 

(8 M IS :通常、多重露出撮影はシャッターボタンを押すごとに1回シャッ 

夕一がきれる1コマ撮影ですが、連続撮影に変更できます (« P .75 )o 
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長時間露出撮影 


■長時間露出は夜景や天体撮影など、30秒を超えるシャッタースピード 
で撮影したい時に便利です。シャッターボタンを押している間、シャ 
ッターが開いたままになります（三脚のご使用をおすすめします)。 

1露出モードボタン C ® を押しながら、メインコマンドダイ 
■ ヤルで露出モードを M (マニュアル）にセットします。 



•イルミネーター («• P .65) を使用すると、夜景や天体の撮影時、暗い所 
で表示パネルの確認が行いやすくなります。 


9 メインコマンドダイヤルでシャッタースピードを bulb にセ 
L ットし、サブコマンドダイヤルで絞りをセットします。 




•露出モードを M (マニュアル） にして buLb にセットした後 、 S (シャ 
ッター優先才一卜）にセットすると、 buLb 表不が点滅してシャッター 
はきれません。 

•連続撮影可能時間は、新品アルカリ乾電池を使用して約4時間、新品リ 
チウム電池を使用して約7時間です。ただし、低温時には電池の性能が 
低下しますので短くなります。 


3構図を決め、ピントを合わせて撮影します。 

• シャッターボタンを押すと、押している間はシャッターが開いたままと 
なります。 

•シャッターボタンを指で押し続けるかわりに、リモートコード（別売り 
^ P .96) を使用すると手ブレを軽減できます0 
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視度調節機能/イルミネーターについて 


■視度調節機能により、ファインダー内の像を見やすくできます。 



_視度調節ノブを引き上げ、ファインダーをのぞきながらファインダー内の 
フォーカスフレームが最もシャープに見える位置まで回します。視度調節 
は一 3.0 〜 +1.0ITV 1 (近視〜遠視）の間で可能です。また、別売りの接眼補助 
レンズは 一5.0 〜 +3.0 PT 1 の間で9種類が用意されています。 


ファインダーをのぞきながら視度調節ノブを回す際、目に近い位置での操作と 
なりますので、指先やつめで目を傷つけないように注意してください。 


■イルミネーターを点灯させると、暗い所で表示/ネルの表示が確認 
しやすくなります。 



•電源スイッチをイルミネーター*まで回すと、半押しタイマーが作動するとと 
もに表不パネルにブルーグリーンのイルミネーターが点灯します。 

•電源スイッチは指を離すと元の位置に戻りますが、イルミネーターは半押 
しタイマーの作動中は点灯し続けます。ただし、シャッターをきった直後に 
は消灯します。 

^ ：1 :イルミネーターが、各ポタンの操作と同時に点灯するように変更で 
きます （ iSrP .76)。 


測光•露出 構図 
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フレビューボタン/距離基準マークについて 


■プレビユーボタンを押すと、カメラのファインダーをのぞいて被写 
界深度（ピントの合う前後の範囲 • P .70) が確認できます。 



プレビューボタンを押し続けると、露出モードが P (プログラムオート ）、 S 
(シャツター優先オート）の時は制御される絞りまで、露出モードが A (絞り 
優先 才一 卜 ）、 M (マニュアル） の時はセツトしてある絞りまで、レンズの絞 
り羽根が絞り込まれます。この状態でファインダーをのぞくと、その時の絞 
りのおおよその被写界深度（ピントの合う前後の範囲）が確認できます。 


■距離基準マークは、カメラ内のフィルム面の位置を示しています。 



• 距離基準マークは撮影距離の基準となるマークで、カメラ内の フィルム 面 
の位置を示しています。接写などでカメラから被写体までの距離を実測する 
場合、このマークが基準となります。 

• レンズ取り付け面（レンズマウント）からフイルム面までの寸法（フラン 
ジバック）は 46_5 mm です。 
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ファインダースクリーンの交換 


■このカメラには B 型クリアマツトスクリーンが装着されていますが、構図 
決定に役立つ E 型方眼マツトスクリーン（別売り wP .91) に交換できます。 

1カメラからレンズを取り外し、スクリーン交換レバーを専用 
1 ピンセットで手前に引きます。 



. スクリーン交換レバーを専用ピンセットで手前に引くと、ファインダース 
クリーンが枠ごと下がります。 


0ファインダースクリーンの突起部をピンセツトではさんで取 
U り出し、装着するファインダースクリーンを枠に載せます。 



•ファインダースクリーンは確実に枠の上に載せてください。 



カチッと音がするまで枠を押し上げ、ファインダースクリー 
ンを固定します。 



震 


• ファインダースクリーン交換の際は、カメラのミラーやファインダースク 
リーン面に触れないようにしてください。 

• ファインダースクリーンは必ず F 100 専用のものを使用してください （_ 
種のファインダースクリーンは使用できません)。 
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裏ぶたの交換（データバック MF -29) 


■裏ぶたを別売りのデータバック MF -29 ( wP .93) と交換する場合、 
次のように行ってください (フィルム確認窓でフィルムが装てんされ 
ていないことを確認してくださしヽ L 

i 裏ぶたロックボタンを押しながら、裏ぶたロックレバーをス 
1 ライドさせて裏ぶたを開けます。 



0裏ぶた着脱ピンを指先で押し下げながら、裏ぶたを右下に傾 
L けて取り夕1■します。 



• 接点やフィルム押さえ口ーラー、フィルム圧板などに触れないように注 
意してください。これらにゴミや汚れがあると、フィルムを傷つけたり、 
裏ぶたとカメラボディ間の通信が正常に行われずに故障の原因となるこ 
とがあります。 

•取り付けは、取り外しの逆の順序で行えます。詳細はデータバック MF - 
29の使用説明書をご覧ください。 
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セルフタイマー撮影 


■セルフタイマーは記念写真など、撮影者自身も一緒に写りたい時な 
どに便利です。三脚等を使用し、カメラを安定させてから行ってく 
ださい。 

i 給送モードセレクトダイヤルロックボタンを押しながら、給送 
モードセレクトダイヤルをセルフタイマー〇にセツトします。 



•フォーカスモードがシングル AF サーボ ( AF - S ) でピントが合っていな 
い時など、カメラのシャッターがきれない状態ではセルフタイマーは作 
動しません。 

• 適正露出に影響を与える接眼部からの逆入光を防ぐため 、 M (マニュアル) 
以外の露出モードで撮影する場合は、シャッターボタンを押す前に手ま 
たは付属のアイビースキャップ P .3) で接眼部を覆ってください。 
•AF (才ートフォーカス）でピントを合わせる場合は、セルフタイマー 
を作動させる時にレンズを体で覆わないように注意してください。 


2構図を決め、ピントを合わせてシャッターボタンを押します。 




•作動を開始すると、セルフタイマー表示 LED が 8 秒間点滅、2秒間点灯し H 
て合計10秒後にシャツターがきれます。 

.解除するには、給送モードセレクトダイヤルをセルフタイマー〇以外にセ 
ツトしてください。 

.露出モードが M (マニュアル）で、シャツタースピードが bui _ b にセツ 
卜されている時は、約1/10秒でシャツターがきれます。 痛 

:セルフタイマーの作動時間を2秒、5秒、20秒のいずれかに変更 ^ 
できます (®- P .76 )c 
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コラム：被写界深度.予測駆動フォーカス 


このカメラはオートフォーカス機能を搭載しており、ピント合わせをカメラまかせ 
にして撮影が行えますが、ここでは、ピントと被写界深度の関係や予測駆動フォー 
カスに ついて の基礎知識をご説明します。 

被写界深度 

—点にピントを合わせると、その前後にもピントの合う範囲があります。この 
ピントの合う範囲を被写界深度と いい、 撮影距離、レンズの焦点距離、絞りな 
どによって変イ匕します。 

特にレンズの絞りは、絞る（大きい数値にする）とピントの合う範囲が前後に 
広くなり、これを被写界深度が深いといいます。逆にレンズの絞りを開く（小 
さい数値にする）とピントの合う範囲が前後に狭くなり、これを被写界深度が 
浅いといいます。 

また、他の条件が同じであれば撮影距離が近いほど、レンズの焦点距離が長い 
ほど被写界深度が浅くなり、その逆に撮影距離が遠しヽほど、レンズの焦点距離 
が短いほど被写界深度が深く、さらにピントの合った点の手前に浅く、奥に深 
くなります。 


予測駆動フオーカスについて 

フォーカスモードセレクトダイヤルを S (シングル AF サーボ）または C (コン 
ティニュアス AF サーボ）にセットして、シャッターボタンを半押しまたは AF 作 
動ボタンを押し続けてピント合わせを行っている時、動いている被写体をカメ 
ラが認識すると、このカメラは自動的に予測駆動フォーカスに切り換わります。 
予測駆動フォーカス作動時は、被写体がカメラに向かって近づいてくる場合や、 
遠ざかっていく場合に、シャッターがきれる時点での被写体の到達位置を予測 
しながらピントを追い続けます。 

S (シングル AF サーボ）の場合は、初めから動いている被写体には予測駆動フ 
ォーカスが作動し、被写体が静止した時にピントはそこでロックされます 。 C 
(コンティ ニュァス AF サーボ）の場合は途中から動き出した被写体に対しても 
予測駆動フォーカスに切り換わり、被写体が静止してもピントはロックされる 
ことはありません。 
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カスタムセッティング 


カスタムセッティングにより、 

カメラの各機能の働きやセット内容を 
撮影者自身の好みにあった状態に変更できます。 







カスタムセッティングの種類、と特徴 


■カスタムセッティングのセット方法 


カスタムセッティングボタンをす甲しながら、メインコ 
マンドダイヤルでメニューナンバーを選択します。 



〇 カスタムセッティングボタンを押したまま、サブコマ 
L ンドダイヤルで表示パネルに希望するセット内容の数字また 
は文字を点灯させます。 



• 希望するセット内容の数字または文字を点灯させてカスタムセッティン 
グポタン® ■ から指を離すと、表示パネルにカスタムセッティング表 
示 BUEH が点灯します。 

• 全てのカスタムセッティングを解除して初期値に戻したい場合は、 P .78 
をご覧ください。 
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■メニューナンパーとカスタムセッティンクの内容 

! .フィルム終端時の自動巻き戻し ® P .31 

[セット内容 ] G :しない（初期値） 

!:する 

通常は2つのフィルム巻き戻しボタンの操作により巻き戻しが開始されます 
が、カメラがフィルムの終端を判断して、自動的に巻き戻しを開始するよう 
に変更できます。 

と露出値（シャッタースピード■絞り■露出補正値■オートブラケティン 
グ補正ステップ）のステップ幅の変更 P .48 〜55/58〜61 

[セット内容] 3 :1/3段（初期値） 

と1/2段 
に1段 

通常は1/3段で露出値（シャッタースピード•絞り，露出補正値）を表示ま 
たはセットできますが、これを1/2段または1段に変更できます。 

3 .オートブラケティング撮影時の補正順序の変更 @ P .60 

[セット内容]£3:初期設定の順 （ P .60 をご覧ください） 

I :マイナス側からプラス側へ 

通常は初期設定の順 (» P .60) で撮影されますが、マイナス側からプラス 
側へ順番に撮影されるように変更できます。 

火シャッターボタンの半押し操作による AF レンズ駆動® P .38 

[セット内容 ] G :する（初期値） 

I :しない 

通常はシャッターボタンを半押しすると AF レンズが駆動してピント合わせ 
を行いますが、 AF 作動ボタンの操作でのみ AF レンズが駆動してピント合わ 
せを行うように変更できます。 

5. DX マークがないフィルム装てん時の警告表示 隊 P .23/36 

[セット内容 ] G :フィルムの空送り後（初期値） 

!:電源スイッチが ON の時 

通常はカメラのフィルム感度を圃にセットして DX マークがないフィルムを 
装てんするとフィルムを1コマ目まで空送りした後に警告を行いますが、そ 
の警告を電源スイッチが ON であれば行うように変更できます。 


カスタム 
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カスタムセッティングの種類と特徴-っづき- 


&. フォーカスエリアの選択を循環方式に変更 ^ P .39 

[セット内容 ] G :しない（初期値） 

!:する 

フォーカスエリアセレクターの 右を押すと右方向に、左を押すと左方向に、 上 
を押すと上方向に、下を押すと下方向にそれぞれ フォーカスエリアを 連続的に 
循環させることができます。これにより フォーカスエリアセレクターの 押す位 
置を変えることなく反対側の フォーカスエリ アの選択が可能になります。 

1 ■シャッ ターボタン半押しによる AE ロ ック隊 P .57 

[セット内容 ] G :しない（初期値） 

!:する 

通常は AE ロックポタン棚を押した時に AE ロックが行われますが、シャッタ 
—ボタンを半押しした時に AE ロックが行われるように変更できます。 

8. 裏ぶたを閉じるとフィルムの空送りが開始（電源 ON の時 ）晚 P .23 

[セット内容 ] G :しない（初期値） 

!:する 

通常はフィルムを入れ、裏ぶたを閉じてシャッターボタンを押すとフィル 
ムが1コマ目まで空送りされますが、裏ぶたを閉じることで空送りされるよ 
うに変更できます。 

3. S (シングル AF サーホ）での至近優先ダイナミック AF 隊 P .41 

[セット内容] g :する（至;£1憂先ダイナミック AF . 初期値)） 

!:しない 

通常は、ダイナミック AF モー ド時に フォーカスモードセレ クトダイヤルを S 
(シングル AF サーボ）にセットすると至近優先ダイナミック AF ( ns - P .41) 
となりますが、至近優先ダイナミック AF にならないように変更できます。 

.' G.C (コンティニュアス AF サーホ）での至近優先ダイナミック AF » P .41 

[セット内容 ] G :しない（初期値） 

!:する（至近優先ダイナミック AF ) 

通常は、ダイナミック AF モー ド時に フォー カ スモード セレク ト ダイヤルを C 
(コンティニュアス AF サーボ）にセットしても至近優先ダイナミック AF 
(» P .41) にはなりませんが、至近優先ダイナミック AR こなるように変更で 
きます。 
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! ;■ AE • SB フラケティングの同時セット、単独セット I ® P.59 

[セット内容] R 5 : AE • SB ブラケティングの同時セット（初期値） 

: AE ブラケティングのみのセット 
5 b : SB ブラケティングのみのセット 

通常の才ートブラケティングセット時には、 AE ブラケティングと SB ブラケ 
ティングが同時にセットされますが、 AE ブラケティングのみのセット 、 SB 
ブラケティングのみのセットに変更できます。 

!と コマンドダイヤルの変更！®' P .50-55 

[セット内容 ] G :しない（初期値） 

!:する 

通常の コマン ドダイヤル操作とは逆に、サブ コマン ドダイヤルでシャッター 
スピードのセット （S [シャッター優先オート ： K M [マニュアル] 時）、メ 
イン コマンド ダイヤルで絞りのセット （A [絞り優先才一卜 ]、 M [マニュア 
ル] B 寺）が行えるように変更できます。 

!3 .露出補正簡易設定 咳 P .58 

[セット内容 ] G :しない（初期値） 

!:する 

露出補正ボタンを押さなくても 、 P (プログラムオート）時 、 S (シャッタ 
—優先才一卜）時はサブ コマンド ダイヤル 、 A (絞り優先才一卜） B 寺はメイ 
ン コマンド ダイヤルのみで露出補正 （1/3 段ステップで±5段） が 行えるよ 
うに変更できます。 

• カスタムセッティングの？で露出値のステップ変更を行っている場合は、 
1/2段ステップまたは1段ステップで±5段まで露出補正が可能です。 

• カスタムセッティングの！？でコマンドダイヤルの変更を行っている場合は、 
それぞれ操作するダイヤルが P (プログラムオート）時を除き逆になります。 

!4, 多重露出撮影 B 寺の撮影方 i 去の変更 隊 P .63 

[セット内容 ] C :1コマ撮影(初期値) 

I :連続撮影 

通常は、多重露出撮影時はシャッターボタンを押すごとに1回シャッターが 
きれる1コマ撮影となりますが、連続撮影に変更できます。 


カスタム 
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カスタムセッティングの種類と特徴-っづき- 


!5.半押しタイマーの作動時間の変更 «$■ P.19 

[セット内容] 4:4和） 8: 8秒 

S : 6秒（初期値） 18 : 16# 

通常は、電源スイッチを ON にした時やシャッターボタンを半押しした時の半押 
しタイマーの作動時間は6秒ですが、4秒、8秒、16秒のいずれかに変更できま 
す（半押しタイマーを延長すると電池を消耗しますので、フィルムの撮影可能 
本数が少なくなります)。 

!&. セルフタイマーの作動時間の変更 «$■ P .69 

[セット内容]? : 2秒 IS : 10秒（初期値） 

5 : 5秒 印： 20秒 

通常は、セルフタイマーの作動時間は10秒ですが、2秒、5秒、20秒のいず 
れかに変更できます。 

11 . 各ボタンの操作によるイルミネーターの点灯隊 P .65 

[セット内容 ] G :しない（初期値） 

!:する 

通常は電源スイッチをイルミネータ ー* まで回すとイルミネーターが点灯 
しますが、各ボタンの操作によって点灯するように変更できます。 

18.0 コマ目のデータ（年月日 0 纷）写し込み » P .93 

[セット内容 ] C :しない（初期値） 

!:する 

データバック MF -29 (別売り）で写し込み時、0コマ目にもデータ（年月日 
時分）の写し込みが行えます。データを0コマ目のみに写し込み、1コマ目以 
降の各画面への写し込みを行いたくないときは、フィルム装てん時の空送り 
終了後、 MF -29 の写し込みを解除してください。 

! 3 .絞りの制御方法@ P .52-55 

[セット内容 ] C :絞りの維持（初期値） 

I :絞り段数維持 

マイクロレンズ使用時にレンズを繰り出した場合、または焦点距離によって 
開放絞りが変化するズームレンズでズーミングをした場合、通常はサブコマ 
ンドダイヤルによってセットした絞りそのものを維持しますが、開放絞りか 
らの絞り段数を維持するように変更できます（露出モードが A [絞り優先才 
—卜]または M [マニュアル] の 時)。 
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例： AF ニッコールレンズ70〜 210 mm f /4 〜 5.6 を装着し、 70 mm で絞りを f /8 
(開放絞り f /4 から2段目）にセットして 210 mm にズーミングした時 、 「G :絞 
り維持」にセットしておくと絞りは f /8 のままになり、「丨：絞り段数維持」 
にセットしておくと、 210 mm 時の開放絞り f /5.6 からの絞り段数である2段を 
維持して、絞りは f /11 に変イ匕します。 

? G ■セルフタイマー表示 LED によるレリーズの確認 

[セット内容 ] G :しない（初期値） 

!:する 

通常は、セルフタイマー撮影時以外ではセルフタイマー表示 LED は点灯しま 
せんが、通常撮影時でもシャッターがきれる直前にセルフタイマー表示 LED 
が点灯するように変更できます。 

d . AE/AF ロックボタン操作による同時ロック、単独ロック、 AE ロックの維持 

隊 P .43/56 

[セット内容 ] C ： AE • AF の同時ロック（初期値）？ ： AF ロックのみ 

! : AE ロックのみ 3 : AE ロックの維持 

通常は、 AE/AF ロックボタン纏を押した時に AE ロックと AF ロックが同時 
に行われますが、 AE ロックのみ行われる、 AF ロック（フォーカスロック） 
のみ行われる、または AE / AF ロックボタン繼を押すと AE ロック状態を維 
持し再度 AE / AF ロックボタン繼を押すと解除される、のいずれかに変更で 
きます。 

?とレンズの絞りリングによる絞りセット 隊 P .52-55 

[セット内容 ] G :しない（初期値） 

!:する 

通常は A (絞り優先才一卜 ）、 M (マニュアル）時はサブコマンドダイヤルで 
絞りのセットを行いますが、レンズの絞りリングでのみ絞りのセットが行え 
るように変更できます （ G タイプニッコールレンズを除く）。 

• 絞りの表示は1段になり、カスタムセッティングの纪でコマンドダイヤルの 
変更を行っても、絞りのセットはレンズの絞りリングでのみ可能となります。 


カスタム 


77 



ツーポタンリセット 


■ツーボタンリセットにより、簡単に各機能の慟きやカメラ各部のセ 
ット状態を初期状態に戻すことができます。 

カスタムセッティングボタンと、露出モードボタン®® 
を同時に2秒以上押し続けます。 



ツーポタンリセットを行うと、各機能の働き•セット状態は次のようにな 
ります。 


機能 

状態 

フォーカスエリア 

中央 

露出モード 

プログラム オー ト 

プログラムシフト 

澥除） 

シャッタースピードロック 

澥除） 

絞りロック 

(解除) 

露出補正 

懈除） 

AE □ック 

澥除） 

オートブラケティング 

(解除） 

シンク□モード’ 

先幕シンクロ 


■カスタムセッティングの解除について 

• カスタムセッティングが行われている場合は、ツーボタンリセットを行う 
と表示パネルのカスタムセッティング表示 EEM 1 が2秒間点滅します。この 
間に、押している2つのポタンのいずれかからいったん指を離し、再度同じ 
ボタンを押し込むと、カスタムセッティングがすべて解除され初期値に戻り 
ます （ ktP .72)。 
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スピードライト撮影 


別売りスピードライトを装着すれば 
マルチエリア BL 調光や5つのシンクロモードにより 
多彩なスピードライト撮影が行えます。 








スピードライトの TTL モードで可能な撮影 


■スピードライト（別売り）をカメラに装着し、スピードライトを 
TTL モードにセットすると次のような撮影が行えます。 

マルチ BL 調光撮影. 3D ■マルチ BL 調光撮影（総称してマルチェリア BL 調光撮影） 

CPU 内蔵ニッコ ール レンズを装着した時に 
可能です。 マル チパターンによる測光情報 
をもとに主要被写体と背景光のバランスを 
考慮した BL (バランス）調光を行います。 

特に モニター 発光を行う スピー ドライト 
( SB -800 • 80 DX - 50 DX . 28/28 DX • 27-26-25) 

使用時は、シャッターボタンを押すとスピ 
-ドライトが本発光直前にモニター発光を 
行い、画面内の各部から戻ってくる反射光をカメラ内の TTL 自動調光用5分割 
センサーが瞬時にモニターして、主要被写体と背景光のバランスを考慮した 
最適な調光レベルを決定します。さらに、モニター発光が可能なスピードラ 
イトと D タイプまたは G タイプ AF ニッコールレンズを組み合わせると、距離 
情報も加味され、より精度の高い 3 D - マルチ BL 調光になります（スポット測 
光時は自動的に TTL 調光となりますので、カメラの測光モードはスポット測 
光以外にセットしてください)〇また、モニター発光が行われないスピードラ 
イトや D タイプまたは G タイプ以外の CPU 内蔵ニッコールレンズ使用時は、モ 
ニター発光による情報や距離情報が省略されたマルチ BL 調光になります。 

簡易 TTL-BL 調光撮影 

CPU 内蔵ニッコール以外のレンズを装着した時に行われます。この場合、自 
動的に中央部重点測光に切り換わりますので、主要被写体と背景光のバラン 
スがややおおまかになります。撮影画面内に極端に反射率の高いものが存在 
したり、背景が大きく抜けていて反射光が戻らない時などは、適正露出が得 
られない場合があります。モニター発光が行われるスピードライトと SB -24 
では、 TTL 調光に切り換えることができます。スポット測光時は自動的に TTL 
調光となります。 

TTL 調光撮影 

モニター発光が行われるスピードライトと SB -24 では、レンズの種類に関係 
なく可能です。その他の TTL スピードライトではカメラの露出モードを M (マ 
ニユアル）にセットした時に自動的に行われる調光モードです。背景の明る 
さは考慮されず、主要被写体が適正露出となるように調光されます。主要被 
写体のみを強調する場合や、スピードライト撮影で II 出補正を行う時に適し 
ています。 F 100 のスポット測光では、自動的にこのモードになります。 
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アクセサリ-シュ-/シンクロタ-ミナル/レティライト 

■アクセサリーシュー 



•スピードライト SB -800 • 80 DX • 50 DX • 30 • 29S/29 • 28/28 DX • 27 • 26 • 25 • 
24 • 23 • 22 s などを使用する場合は、アクセサリーシユーに差し込むだけでコ_ 
ドレスで接続できます。このカメラのアクセサリーシユーはセーフティロック 
機構（ロック穴）を備えていますので、セーフティロックピン付きのスピード 
ライト （ SB -800 • 80 DX . 30 .29S/29 - 28/28 DX • 27 • 26 • 25 • 22 s ) を取り付け 
ると、スピードライトが不用意に外れるのを防止できます。 

■シンク ロター ミナル 



• シンク ロコー ドを必要とするスピードライト撮影時には、シンク ロコー ドをシ 
ンク ロコード ターミナル （ JIS - B 型外れ防止ネジ付き）に接続してください。た 
だし、スピードライト SB -800 • 80 DX • 50 DX • 30 • 29 s /29 • 28/28 DX • 27 • 
23 • 22 s などをアクセサリーシューに装着した状態で後幕シンクロを行う場合 
には、シンク ロター ミナルに他のスピードライトを接続して増灯撮影などを行 
なわないでください。 

■レディライト 



•スピードライト SB -800 • 80 DX • 50 DX • 30 • 29 s /29 • 28/28 DX • 27 . 23 • 
22 s などを使用している場合に、充電が完了して撮影が可能な状態になると、 
ファインダー内のレディライト4が点灯して知らせます。 

• スピードライトか TTL や外部自動調光モードにセツトされている時、シャツ 
夕一をきった後レディライト》が約3秒間点滅した場合は、スピードライト 
がフル発光して露出不足の可能性があることを警告しています。撮影距離、 
絞り、調光範囲などを再度確認して、撮影し直してください。 


スピ—ドライト 
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シンクロモードの種類と特長 


■5 つのシンクロモードの中から、撮影目的や撮影意図に合わせて希 
望するシンクロモードが選べます。 

シンクロモードボタン〇を押しながら、メインコマンドダイヤ 
ルでシンクロモードをセツトします。 



• シンクロモードの特長は次のとおりです。 


□ :先幕シンクロモード 

通常のスピードライト撮影時にはこの モ 
-ドにセツトします （ SB -26 • 25 . 24使 
用時はスピードライト側のシンクロセレ 
クター でセツトします)。 



9:スロー シンクロ モート'' 

露出モードを p (プログラムオート）ま 
たは A (絞り優先才一卜）にセツトして 
スピードライト撮影を行うと、通常はシ 
ャツ タースピードが1/60〜1/250秒に 
自動的にセツトされますが、このモード 
では、背景の露出を考慮してシャツター 
スピードが最長30秒まで自動制御され、 
背景の夕景や夜景の雰囲気を生かした撮 
影が行えます。 
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rn :後幕シンクロモード 

動く被写体をスピードライト撮影する場 
合に、その被写体の動きを想像させる光 
の流れなどを被写体の後方に自然な形で 
表現できます （ SB -26 • 25 • 24使用時は 
スピードライト側のシンクロセレクター 
でセッ 卜します)。露出モードを P (プロ 
グラムオート）または A (絞り優先才一 
卜）にセットすると、スローシンクロモ 
—ドも自動的にセットされます。 

赤目軽減モード 

スピードライトが発光する前にランププ 
リ照射 （ SB -800 の場合はモニター発光） 
を行い、暗い所で人物の目が赤く写るの 
を軽減することができます ( SB -800 - 
80 DX • 28/28 DX • 27 • 26使用時のみ)。 


g： 赤目軽減スローシンクロモード 

赤目軽減モードとスローシンクロモードが同時にセットされます。露出モ 
—ドは P (プログラムオート）または A (絞り優先オート）にセットして 
ください （ SB -800 • 80 DX • 28/28 DX • 27 • 26使用時のみ)〇 


■注意各シンクロモードごとのご注意 

•赤目軽減モードと赤目軽減スローシンクロモード時には、シャッターボタンを押 
し込んでからランププリ照射 （ SB -800 の場合はモニター発光）を行った後にシャ 
ッターがきれてスピードライトが発光しますので、シャッターがきれるまで、力 
メラや被写体の人物が動かないように注意してください（シャッターチャンスを 
優先するような撮影にはおすすめできません)。 

• 赤目軽減スローシンクロモードとスローシンクロモード時にはシャッタースピー 
ドが遅くなるので、手ブレに注意してください（三脚のご使用をおすすめします)。 

• スタジオ用大型ストロボでは正しい同調が行えないため、後幕シンクロモードは 
使用できません。 



スピ—ドライト 
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使用可能なスピードライトについて 


■このカメラには、次の別売りスピードライトが使用できます。装着 
レンズ欄の①は D タイプまたは G タイプニッコール （DX ニッコール 
および IX ニッコールを除く）、②は D タイプおよび G タイプ以外の AF 
ニッコールレンズ （ F 3 AF 用を除く）、 Ai-P ニッコール、③は CPU 内 
蔵以外のニッコールを示します。 


スビードライト 

装着レンズ 

TTL 

A 

M 


REAR 

後 > 

3D- マルチ 
BL 調光 

マルチ BL 
調光 

簡易 TTL 
-BL 調光 

TTL 調光 
※1 

外部自動 
調光 

マニュアル 

FP 発光 

マルチ 
フラ ッンユ 

後幕 

シンクロ 

赤目軽減 
発光 

SB-800 

① 

〇 



〇 

〇 

〇 


〇 

〇 

〇 

② 


〇 


〇 

〇 

〇 


〇 

〇 

〇 

③ 



〇 

〇 

〇 

〇 


〇 

〇 

〇 

SB-80DX 

SB-28/28DX 

① 

〇 



〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

② 


〇 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

③ 



〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

SB-50DX 

① 

〇 



〇 


〇 



〇 




〇 


〇 


〇 



〇 


(3) 



〇 

〇 


〇 



〇 


SB-27 

(1) 

〇 



〇 

〇 

〇 



〇 

〇 

@ 


〇 


〇 

〇 

〇 



〇 

〇 

(3) 



〇 

〇 

〇 

〇 



〇 

〇 

SB-26 ※之 

(1) 

〇 



〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

@ 


〇 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

(3) 



〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

SB-25 

① 

〇 



〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 




〇 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 





〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


SB-24 

①② 


〇 


〇 

〇 

〇 


〇 

〇 


③ 



〇 

〇 

〇 

〇 


〇 

〇 


SB-29S/29 

SB-23 

SB-21B ※合 

①② 


〇 


〇 


〇 



〇 


③ 



〇 

〇 


〇 



〇 


SB-30、SB-22S 

SB-22、SB-20 
SB-16B、SB-15 

①② 


〇 


〇 

〇 

〇 



〇 


③ 



〇 

〇 

〇 

〇 



〇 


SB-11 ※斗 

SB-1U4 

SB-14 〇※ 4、 

①② 


〇 


〇 

〇 

〇 



〇 


③ 



〇 

〇 

〇 

〇 



〇 



※1:スポット測光では！ TL 調光となります。また、 SB-800 • 80DX • 50DX • 28/28DX • 27 • 26 • 
25 .24 以外の TTL 調光が可能なスピードライトで露出モードを M (マニュアル）に セッ トする 
と、 TTL 調光となります。 

※之：ワイヤレススレーブセレクターを D にした場合、カメラのシャッタースピードは自動的に 
1/200秒より低速側に切り換わります。 

※ヨ： SB-29S/29 • SB-21B 使用時の才一トフォーカス撮影は、 AF マイクロ （60mm •105mm • 
200mm • 70〜 180mm) レンズ装着時のみ可能です。 

※斗： SB-11-14*140 を使用して、 TTL モードを使用する場合は、接続に TTL 調光コード SC-23 が必 
要です。 A モード、または M モードを使用する場合は、 SB-11M4 には SC-13 に SU-2 を併用し、 
SB-140 には SC-13 に SU-3 を併用して、それぞれ接続します。 SB-1 1 • 14 • 140とも、 SC-1 1 
か SC-15 を使用して接続することもできますが、この場合はカメラのファインダー内のレディ 
ライトは使用できません。また、シャッタースピードの自動切り換えも行われません。 

※已： SB-140 使用時の紫外線および赤外線撮影は、 SB-140 が M モード時のみ可能です。 
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■別売りスピードライト使用時の注意 


• 詳細はご使用になる各スピードライトの使用説明書をご覧ください。 

TTL モードが可能な別売りスピードライトの使用説明書にカメラ分類表が記載 
されている場合は、 A グループカメラに該当する箇所をお読みください。 

• SB -26 • 25 • 24使用時はスピードライト側のシンクロセレクターのセットが優 
先され、カメラ側のシンクロモードのセットは無効になります。 

• スピードライト使用時の同調シャッタースピードは、1/250秒以下の低速シャ 
ッタースピードです（メディ カルニ ッ コール 120 mm f /4 をご使用の場合は、1/125秒 
以下に設定してください)。 

• TTL モード時のフィルム感度連動範囲は IS 025 〜1000です。 

• フォーカスエリアが中央にない場合は、アクティブ補助光を備えたスピードラ 
イトを使用した場合でもアクティブ補助光は点灯しません。 


•露出モードが P (プログラムオート）の時、カメラが自動設定する開放側の限 
界絞りは、使用するフイル厶感度によって下表のように制御されます。 


フィルム感度 (ISO) 

25 

50 

100 

200 

400 

800 

1000 

開放側の限界絞り （F) 

2.8 

3.3 

4 

4.8 

5.6 

6.7 

7.1 


※フィルム感度1段に対し、絞りは1/2段変化します。 

また、フィルム感度が表の中間値の場合も、上下のフィルム感度から比例的に変化します。 
なお、制御される絞りよりも開放絞りが暗い場合は、装着レンズの開放絞りによって芾 IJ 御さ 
れます。 

スピードライトの調光補正時はファインダー内に露出補正マーク这が点灯しますが、 
補正値は表示されません。 

SB -28 DX は、 SB -28 に ニコン デジタルー眼レフカメラ専用の TTL 自動調光機能を付加し 
たものです。 F 100 に装着時の機能は、 SB -28 と同様です。 


■注意 他社製のスピードライトについて 

他社製のスピードライト（カメラの X 接点に 250 V 以上の電圧がかかるものや、ア 
クセサリーシュー部の接点をシヨートさせてしまうもの）を使用しないでくださ 
い。カメラの正常な機能が発揮できないだけでなく、カメラおよびスピードラ 
イトのシンクロ回路を破損することがあります。 


スピ—ドライト 


85 














スピードライトを使用した撮影方法 


■ここではカメラに SB -800 • 80 DX • 50 DX • 28/28 DX • 27 • 26 • 25と 
D タイプまたは G タイプ ニッコールを 装着して行う、 マルチエリア 
BL 調光による撮景$の方法をご説明します。 

1スピードライトを装着し、測光モードを セッ トします。 

• スポット測光以外にセットしてください0 

2露出モードをセットし、シャッタースピードと絞りを確認します。 

• 赤目軽減スローシンクロ撮影とスローシンクロモード撮影を行う場合、 
露出モードは P (プログラムオート）または A (絞り優先才一卜）にセツ 
卜してください。 

•露出モードごとの、セット可能なシャツタースピードと絞りは下表のと 
おりです。 


露出モード 

セット可能な 
シャッタースピード 

セット可能な絞り 

参照ページ 

プログラム オー ト 

カメラが自動的に 
1/250〜1/60秒にセット 

カメラが自動的に 
セット 

眩 P.48 

眩 P.50 

シャツター優先オート 

1/250秒〜30秒※ 

絞り優先才 - 卜 

カメラが自動的に 
1/250〜1/60秒にセット 

任意の絞り 

眩 P.52 

眩 • P.54 

マニュアル 

1/250秒〜30秒※、 
バルブ 


阳/250秒より高速のシャッタースピードにセットしてある場合は、スピードライトの電 
源を ON にすると自動的に同調シャツタースピードの1/250秒にセットされます。 


. カメラはセットされたシャッタースピードを基準に背景光を測光します 
ので、露出モードが S (シャッター優先才一卜 ）、 A (絞り優先才一卜） 
の時は、適正露出範囲外を示す露出インジケーターの表示頻度が高くな 
ります。背景光を生かしたスピードライト撮影を行うには 、 S (シャッ 
夕一優先才一卜）、 M (マニュアル） の場合、この表示が適正露出となる 
ようにシャッタースピードをセットします。また 、 P (プログラムオー 
卜 ）、 A (絞り優先才一卜）の場合、シンクロモードをスローシンクロに 
セットしてください。 

J シンクロモードをセットします。 

• 赤目軽減モードと赤目軽減スローシンクロモードは SB -800 . 80 DX • 
28/28 DX • 27 • 26使用時のみセットできます。 











• SB -26 • 25 使用時、先幕シンクロと後幕シンクロのセットはスピードライ 
卜很 lj のシンクロセレクターが優先します。 


A スピードライトの電源スイッチを ON または STBY にセットし、 
4 発光モードをセットします。 

• SB -800 • 80 DX • 50 DX • 28/28 DX • 26 • 25は TTL に、 SB -27 は AUTO に 
セットします。 

g シンクロセレクターをセットし、表示パネルを確認します。 

• SB -26 • 25使用時はスピードライト側のシンクロセレクターのセットが 
優先され、カメラ側のシンクロモードのセットは無効になります。 

• SB -800 • 80 DX • 50 DX • 28/28 DX • 27使用時はシンクロセレクターがあ 
りませんので、カメラ側でシンクロモードをセットします。 

•表示パネルにマルチエリア BL 調光時の表示「 tfTDBD ( SB - 800の場合)」 
または 「 ans : ( sb -800 以外の場合)」が点灯していること確認します。 
表示が異なる場合は MODE ボタン （ SB -27 • 26 . 25は M ボタン）を押し 
て点灯させてください。 

C 構図を決め、ピントを合わせてファインダー内表示を確認し 
D ます。 



• シャツターボタンを半押しして、レディライト令の点灯を確認します。 

y 調光範囲（光の届く範囲）を確認して、撮影します。 

•シャツターをきった後レディライト》が約3秒間点滅した場合は、スピ 
-ドライトがフル発光して露出不足の可能性があることを警告していま 
す。撮影距離、絞り、調光範囲などを再度確認して、撮影し直してくだ 
さい。 

• スピードライト撮影を行う際は、ご使用になるスピードライトの使用説 
明書も併せてお読みください。 


スピ—ドライト 
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コラム： AF 機能の組み合わせと特長 


フォーカスモードと AF エリアモードとの組み合わせにより、次のようなピント合 
わせが行われます。 P .41 のオートフォーカス機能の一覧表と併せてご覧ください。 



フォーカス 

モード 

AF エリア 
モード 

ピント合わせの 
動作 

次のような被写体に 
便利です。 

I 

AF-S 

シングル 
エリア AF 

選択したフォーカスエリアだけを使用して 
被写体にピントを合わせ、ピントが合うと 
フォーカスロックされます。 

静止被写体を撮影する 
場合など、一般的な撮 
影に便利です。 

n 

AF-S 

至®憂先 
ダイナミック 

AF 

AF-S の至近優先ダイナミック AF モードでは、 

5つのフォーカスフレームのうち、自動的に 
いちばん手前にある被写体に重なっているフ 
才ーカスフレームを使用してピントを合わ 
せ、ピントが合うとフォーカスロックされま 
す。ただし、ピントが合う前に使用されたフ 
オーカスフレームから一時的に被写体が外れ 
た場合、他のフォーカスフレームからのピン 
卜情報を利用してピントを合わせます。 

スナップ写真などピン 
卜合わせはカメラまか 
せにして気軽に撮影す 
る場合に便利です。 

m 

AF-S 

ダイナミック 

AF 

選択したフオーカスエリアだけを使用して 
被写体にピントを合わせ、ピントが合うと 
フォーカスロックされます （CT3)。 ただ 
し、ピントが合う前に選択されたフォーカ 
スエリアから一時的に被写体が外れた場 
合、他のフオーカスフレームからのピント 
情報を利用してピントを合わせます。 

動きのある被写体にも 
対応するなどスナップ 
写真で汎用的に撮影す 
る場合に便利です。 

IV 

AF-C 

シングル 
エリア AF 

選択したフォーカスエリアだけを使用して 
被写体にピントを合わせ、ピントが合って 
もフォーカスロックされません。 

前後方向に直線的に動 
く被写体（モータース 
ポーツゃ陸上競技）な 
ど、1つのフオーカスエ 
リアで被写体を捕らえ 
続ける場合に便利です。 

V 

AF-C 

ダイナミック 

AF 

選択されたフオーカスエリアから一時的に 
被写体が外れた場合、予測駆動フォーカス 
と併せて、他のフオーカスフレームからの 
ピント彳青報を利用してピントを合わせます。 

複雑に動く被写体（サ 
ッカー競技）など、正 
確に1つのフオーカスエ 
リアに被写体を捕らえ 
続けられない場合に便 
利です。 

VI 

AF-C 

至;®憂先 
ダイナミック 

AF 

AF-C の至近優先ダイナミック AF モードでは、 

5つのフォーカスフレームのうち、自動的に 
いちばん手前にある被写体に重なっているフ 
オーカスフレームを使用してピントを合わせ 
ます0ただし、ピントが合う前に使用された 
フオーカスフレームから一時的に被写体が外 
れた場合、予測駆動フォーカスと併せて、他 
のフオーカスフレームからのピント情報を利 
用してピントを合わせます}〇)。 

動きのある被写体を、 
ピント合わせはカメラ 
まかせにして気軽に撮 
影する場合に便利です。 
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資料編 


別売りアクセサリー、 

カメラと電池の取り扱いについて、 
仕様、索引などが書かれています。 
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別売りアクセサリーについて 


■F100 には各種電源、データバック、 スピー ドライト、 パソコンソフト 
など、撮影領域を拡げる様々なアクセサリーが用意されています。 

拳 3V リチウム電池ホルダー MS-13 

• F 1 00に標準装備の単3ホルダーに代えて装着すると、リチウム電池 （ CR 123 A ま 
たは DL 123 A ) 2本が使用できます。 


#マルチパワーバッテリーパック MB-15 



• PI 00 にマルチパワーバッテリーパック MB -15 を装着すると、縦位置でのホールデ 
イング性とともに縦位置シャッターボタン、縦位置コマンドダイヤルなどによつ 
て操作1生も向上します。また、マルチパワーバッテリーパック MB -15 本体には単 
3ホルダーが付属されており、電源には 1.5 V 単3形のアルカリ電池、またはリチウ 
厶電池6本が使用可能です（撮影可能本数は条件により異なります歧 P .106) 。 

#ニッケル水素電池 MN-15 



• マルチパワーバッテリーパック MB -15 専用アクセサリーとして、ニッケル水素電 
池 MN -1 5が用意されています。ニッケル水素電池 MN -1 5は充電電池パックで約 
500回（クイックチャージャ ー MH -15 使用時）の充放電が行えます（撮影可能本 
数は条件により異なります咳 P .106) 〇 

•クイックチヤージャー MH-15 



ニッ ケル水素電池 MN -15 専用の充放電器で放電した ニッ ケル水素電池 MN -15 を 
約70分で フル 充電できます。この製品は ニコン デジタルカメラ E 3/ E 3 S 用の 二 
ッケル水素電池 EN 3 用のクイックチャージャ ー EH -3 や、 D 1 用のリチャージャブ 
ルバッテリー EN 4 用のクイックチャージヤー MH -1 6と同等の機能があります。 


90 





•アンティフォグファインダーアイビース DK-15 

• 寒い時や湿度が高い時など、ファインダーにくもりが生じやすい状況でもくも 
りの発生を防止し、クリアなファインダー像を提供します。 


籲接眼補助レンズ 

•遠視、近視の方のための補助レンズで、接眼部にねじ込むだけで簡単に取り換え 
ができます。-5、-4、-3、-2、0、+0.5、+1、+2、 +3 m _ 1 の 9 M 類が用意されていま 
すが、いずれもボディとの合成視度で補助レンズ単体の視度ではありません。視 
度補正は個人差が大きいので店頭で実際に付けてお選びください。 F 100 では、 

視度調節機能が内蔵されております （-3 〜+1^リので、この範囲外の視度補正が 
必要な時にご使用ください。なお、別売りの接眼補助レンズをご購入の際は、力 
メラの視度調節機能を0近辺にセットしてお選びください。 

籲接眼目当て DK-6 达 

• 接眼窓に取り付けて使用するゴム製の目当てで、撮影にあたってファインダー料 
視野がよりはっきり確認でき、目の疲れをおさえます。 

•アングルファインダ ーDR4/ アイビースアダプタ ーDK-7 

• アングルファインダー DR -4 は F 100 の接眼部に取り付けて、撮影レンズの光軸と 
直角の方向からファインダー像を確認できます。 

• アイピースアダプター DK -7 は F 100 にアングルファインダー DR -3 やマグニファイ 
ヤー DG -2 を取りつけて使用する際のアダプターです。 

•ファインダースクリーン 

• F 100 専用ファインダースクリーンとして2種類が用意されています。交換方法は 
P .67 をご覧ください（フォーカスフレームはファインダースクリーン上には刻 
印されていません)。 


B 

マット式 



F 1 00に標準装備されているスクリーンです。 

E 

方眼マット式 




卜苹 - 

S 


B 型マット式に方眼を入れたもので、撮影の 
際の構図決定に役立ちます。特に PC ニッコ 
—ルを使用する時、このスクリーンを用い 
ると便利です。 



，.-.マ-' 

r 


_ 

__ 
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別売りアクセサリーについて —つづき一 


•フィルター 

•ニコンフィルターは、ねじ込み式、後部交換式、および組み込み式の3つの形式 
に大別できます。 F 100 の場合は、 R 60 を除いて実用上露出倍数を考慮する必要 
はありません。 R 60 を使用する場合は+1段の露出補正をしてください。また、 
市販の特殊フィルター等をご使用の場合、オートフォーカスやフォーカスエイ 
ド撮影が行えないことがありますのでご注意ください。 

• F 100 の測光系の特性上、従来の偏光フィルター ( Polar ) は使用できませんので円 
偏光フィルター ( C - PL または C - PLII ) をご使用ください。 

•フィルターをレンズ保護のために常用する場合は、 L 37 C 、 または NC フィルター 
の使用を おすすめ します。 

• 逆光撮影の際や輝度の高い光源が画面に入ったりする時は場合によりフィルタ 
一によってゴーストが発生するおそれがありますので、フィルターをはずして 
撮影することをおすすめします。 


種類 

記号 

露出倍数 

ねじ込みサイズ （ mm ) 

後部交換式 

組み込み式 

昼光 

タングス 
テン光 

39 

46 

52 

58 

62 

67 

72 

77 

82 

95 

122 

バ日 

ネット 

39 

mm 

52 

mm 

力白 
ラ黒 

1 用 

ニュートラルカラー 

NC 

1 


〇" 


"〇 


〇" 









スカイライト 

L 1 BC 

〇" 


〇" 


〇" 


〇" 





〇 



紫外線 

L 37 C 

"〇 


〇" 


〇" 


〇" 

〇" 

〇" 

■〇 

〇" 

〇 



L 39 



互 












皇 

用 

黄 

Y 48 

1.7(%) 

1 .2 ( Va ) 

"〇 




〇" 


■〇 

〇" 




〇 



Y 52 

2(1) 

1.4 0/2) 

〇" 














橙 

056 

3.5 ⑽ 

2(1) 

〇" 


〇" 


〇" 


〇" 

〇" 




〇 



赤 

R 60 

8(3) 

5(2 V 3 ) 

"〇 


〇" 


〇" 


〇" 

〇" 


■〇 


〇 



黄緑 

X 0 

2(1) 

1 .7 ( 2 / a ) 



〇" 












緑 

XI 

5 (2 Vs ) 

3.5(1 s / e ) 



〇" 












特 

殊 

撮 

影 

用 

皇 

* 

1 

m 

ソフト 

No .1 

1 



〇" 


〇" 


〇" 

互 







No .2 



〇" 


〇" 


■〇 








円偏光 

C-PL 

2〜4 ( 1 〜 2 ) 


互 











〇 

〇 

円偏光 n 

C-PLH 



〇" 

〇~ 

〇" 

〇" 

~〇 

〇" 







ニュートラル 

デンシティ 

ND 2 S 

2 (1) 

"〇 














ND 4 S 

4 (2) 

〇" 


互 












ND 8 S 

8 (3) 

"〇 














ND 400 

400 (8.6) 



〇" 












力 

1 

用 

ァンバー 

A 2 

1.2 ( Vs ) 

"〇 


〇" 


〇" 


■〇 

〇" 




〇 



A 12 

2 (1) 

〇" 




〇" 










ブルー 

B 2 

1.2 ( Vs ) 

"〇 


〇" 


互 


互 

互 




〇 



B 8 

1.6 ( 7 s) 

"〇 


〇" 












B 12 

2.2 ( IVe ) 

〇" 




〇" 











※ （） 内は絞りの段数を示します。 
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•交換レンズ 

• F 100 には交換レンズとして標準、広角、望遠、ズーム、マイクロ 、 DC (デフォ 
ーカスイメージコントロール）レンズなど様々な AF ニッコールレンズが用意さ 
れています。 

籲データバック MF-29 



•データバック MF -29 は、 F 100 に装着することによって、「年月日」「月日年」「日 
月年」「日時分」のいずれかの写し込みが可能なデータバックです。裏ぶたとの 
交換方法は P .68 をご覧ください。 

#ニコンスピードライト SB-27 • SB-800 




SB-800 


ニコン スピードライト SB -27 はガイドナンバー30、 SB - 800はガイドナンバー38 
(いずれも マニュアル 時、ズームヘッド 35 mm 、 IS 0100 • m 表示、 20° C ) で通常は 
単3 アルカリ 乾電池を4本 （ SB -800 の場合、付属の増設電池パック SD -800 装着 
時は5本）使用しますが、外部電源（別売り）として SD -6、 7、 8 A 、 SB -800 では 
さらにパワーブラケット SK -6 もご使用になれます。 

画面内に極端に反射率の高いものがある時や背景が大きく抜けている場合でも、 
背景と主要被写体の明るさのバランスを考慮してより自然に表現する 3 D - マルチ 
BL 調光が可能です。また、暗いところでもカメラのオートフォーカスによるピン 
卜合わせを可能にするアクティブ補助光を内蔵しています。 

レンズの焦点距離に応じて照射角を変化させるオートパワーズーム機能を備え 
ています。その他、スローシンクロ、後幕シンクロ、外部自動調光、マニュア 
ル発光、 SB -800 ではさらにマルチフラッシュ発光、ワイヤレス増灯撮影等、多 
彩なスピードライト撮影が簡単に行えます。 
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別売りアクセサリーについて —つづき一 


•スレーブフラッシュコントローラー SU~4 

• F 100 にスピードライトを装着し、さらに別のスピードライトにスレーブフラッ 
シュ コン トローラー SU -4 を装着すれば、ワイヤレスでカメラのスピードライト 
の発光と同時に SU -4 付きスピードライトも発光させることができ、ワイヤレス 
で TTL 調光による増灯撮影が行えます。 

#専用セミソフトケース (CF-57/CF-58) 

• F 100 には専用ケースとして、 CF -57 (標準用）と、 CF -58 (望遠用）が用意されて 
います。 CF -57 は AF ニッコール28〜105 mmf /3.5 〜 4.5 D IF 、 CF -58 は AF ニッコ_ 
ル ED 70 〜 300 mm f /4 〜 5.6 D よりそれぞれ小さいレンズを取り付けた状態で収納 
できます。 


•ネックストラップ/ハンドストラップ AH4 



•ネックストラップは革製の AN -1 とあみひも製の AN -4 Y 、 AN -4 B 、 および幅の広 
い AN -6 Y 、 AN -6 W があります。色は AN -1 と AN -4 B が黒、 AN -4 Y 、 AN -6 Y が黄色、 
AN -6 W がワインカラーです。 

• ハンドストラップはカメラのホールディングを確実、容易にし速写性を向上さ 
せます。 
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#10 ピンターミナルに接続するアクセサリー 



j ise Mf l J L ■ ) US f 1 

•10 ピンターミナルに下記のアクセサリーを接続することにより、遠隔撮影、無人撮 
影、 パソコンとの 接続などが行えます。 

•使用しない時は、必ず10ピンターミナルにキャップをしてください。ゴミ等が入る 
と、誤作動の原因となることがあります。 

• 10ピンターミナルへの接続は図のようにペンタプリズム側に傾け指標に合わせて接続します。 


名 称 

用 途 

長さ 

リモートコード 

MC -20 

離れた位置からカメラのレリーズ操作ができるので、カメラ 
ブレを防ぎたしヽ撮影などに便利です。 

また 、 「LONG EXP 」 や 「 TIME 」 モードを備えており、レリ 
ーズ中は1秒ごとに電子音で知らせます。 

約 80 cm 

延長コード 
MC -21 

MC -20、 22、23、25、30に併用可能な延長コードです。 

約 3 m 

リモートコード 

MC -22 

コード先端にある端子（青、黄、黒）に特殊装置を接続する 
と、音や信号による遠隔撮！^が可能となります。 

約 1 m 

接続コード 

MC -23 

F 100 カメラ2台を同時に作動させるための接続コードです。 

約 40 cm 

変換コード 

MC -25 

F100 に従来製品のラジオコントロールセツト MW-2 や、イ 
ンターバロメーター MT-2、 ルミコントロールセツト ML-2 等 
を接続する際に、 10 ピンターミナル用に変換するコードです。 

約 20 cm 

リモートコード 

MC -30 

カメラブレを避けたい時や、カメラから離れてシャッターをき 
りたい時などに便利です。また、長時間露出（バルブ)撮影時 
に、シャッターボタンをロックする機首巨も備えています。 

約 80 cm 

接続コード 

MC -31/ MC -33 

F 100 とパソコンを接続するコードです （ MC -31 はシリアルポ 
-卜25ピン [ Dsub -25] 用、 MC -33 はシリアルポート9ピン 
[ Dsub -9] 用)。フォトセクレタリーには付属しません。 

約 17 m 

ルミコントロールセット 

ML -2 

最大で約1 00 m 離れたところから、信号による遠隔操作が行 
えます。複数の ML -2 を組み合わせると、さらに離れた距離 
からの遠隔操作が可能です（変換コード MC -25 が必要です)。 



ルミコントロールセット 

ML -3 

最大で約 8 m 離れたところから、信号による遠隔操作が行え 
ます。 
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カメラと電池の取り扱いについて 


■カメラの取り扱い 


△警告 


Q 

使用禁止 


シンナーやベンジンなどの有機溶剤を 
カメラの清浄に使用しないこと 

火災や健康障害の原因となります。 

製品を破損します。 


_カメラ本体をお手入れする際の注意 

カメラ本体のお手入れは、ブロアーでゴミやホコリを軽く吹き払った後、柔らかい清潔な布で 
軽く拭いてください。特に、海辺で使った後は、真水を数滴たらした柔らかい清潔な布で塩分 
を拭き取ってから、乾いた布で軽く拭いて乾かしてください。 

まれに、ブラシなどで表示パネルを拭いた場合に、静電気で表示パネルか点灯したり、黒く変 
色したりしますが、故障ではありません。しばらくすると元に戻ります。 

籲ミラーやレンズを手入れする際の注意 

ミラーやレンズにゴミやホコリが付いているときは、キズが付きやすいので、ブロアーでゴミ 
やホコリを軽く吹き払う程度にしてください。 

レンズに万一指紋などが付いてしまった場合は、柔らかい清潔な布に市販のレンズクリーナー 
を少量湿らせ、軽く拭き取ってください0 

籲強し、ショックを与えないでください0 

カメラおよびレンズを落としたり、ぶつけたりしないように注意してください。 

強しヽ衝撃や振動を加えますと、破損したり精密に調整された部分に悪影響を及ぼします。 

籲シャッター幕に角虫れないでください。 

シャッター幕は非常に薄い幕でできていますので、押さえたり、突いたり、ブロアーなどで強 
く吹くなどは、絶対にしないでください。キズ、変形、破損などの原因となります。 

籲強し、電波や磁気を発生する場所は避けてください。 

テレビ塔のような強い電波や磁気の発生する場所では、カメラが正常に作動しなくなることが 
ありますので注意してください。 

籲風通しの良い場所に保管してください0 

カビや故障などを防止するために、風通しのよい乾燥した場所を選んでカメラを保管してくだ 
さい。 

•ナフタリンや樟脳の入ったタンスの中、磁気を発生する器具のそば、極度に高温となる夏期の 
車内、使用しているストーブの前などにカメラを置かないでください。故障の原因になります。 

籲極端な温度変化は避けてください。 _ 

温度差が極端となる所（寒い所から急に暖かい所や、その逆となる所）にカメラを持ち込むと、 
カメラの内外に水滴を生じます。カメラをバッグやビニール袋などに入れて、周囲の温度にな 
じませてからご使用ください。 
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管する際は電池を取り出し、乾燥剤といっしょにしてください。 

長期間カメラを使用しないときは、電池の液漏れなどからカメラを保護するために、 
カメラから電池を取り出して保管してください。 

•保管する際は、カメラをポリエチレン袋などに乾燥剤といっしょに入れておくとより 
安全です。ただし、皮ケースをビニール袋に入れておくと、変質することがあります 
ので避けてください。電池は高温、多湿となる場所を避けて保管してください。 
•乾燥剤（シリカゲル）は湿気を吸って効力がなくなりますので、ときどき交換してください。 
• カメラを長期間使用しないまま放置しておくと、カビゃ故障の原因となることがあ 
りますので、1力月に1度を目安に電源を入れて数回シャッターをきってください。 

■電池の取り扱い 


ZL 警告 


0 

放置禁止 


電池は幼児の手の届かないところに 
おくこと 

万一、お子様が飲み込んだ場合は、ただちに 
医師と相談してください。 


•単3形アルカリ乾電池または単3形リチウ厶電池4本を使用してください。 



別売りアクセサリーの 3 V リチウム電池ホルダーを使用すると 3 V リチウ厶電池 ( CR 123 A または 
DL 123 A ) 2本が使用できます。また、マルチパワーバッテリーパック MB -15 を使用すると 1.5 V 
単3形アルカリ乾電池または単3形リチウム電池6本か、ニッケル水素電池 MN -15 が使用できます。 
•大切な撮影に際しては、早めに電池を交換するか、予備の電池を携行してください。 


•電池を入れるときは、カメラの電源を〇 FF にしてくださし、。 

電池を入れるときは、カメラの電源スイッチを〇 FF にしてから、 ㊉㊀ を間違いのない 
よう正しく入れてください。 

•付属の電池は購入時の作動テスト用ですので、寿命が短い場合があります。 

•電池の両極が汗や油などで汚れていると、接角虫不良の原因となります。乾いた布で 
よく拭いてから使用してください。 

♦(氐温時には新ししヽ電池を使用してくださしヽ〇 

低温時に消耗した電池を使いますと、カメラが作動しなくなることがあります。 

低温時に撮影する場合は、新しい電池を使用し、保温した予備の電池を用意して暖め 
ながら交互に使用してください。 

•低温時は、常温時より巻き上げ速度や撮影可能本数も低下します。低温のために、 
一時的に11能が低下して使えなかった電池でも、常温に戻ると使える場合があります。 

•電池を火の中に投入したり、ショートさせないでください。 

電池を火の中に投入したり、ショートさせたり、分解、加熱、充電したりしないでくださし、。 
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故障かな？と思ったら (修理を依頼される前に) 


■表示パネル、ファインダー内表示に警告表示が点灯または点滅した 
場合は、修理を依頼される前に、次のことをご確認ください。 


こんなとき 

原因 

対処方法 

参照 

表示パネル 

ファインダー 内 



ページ 

FEE 

(点滅) 

FEE 

(点滅) 

•レンズの絞りリングが最小 
絞りになっていません。 

#レンズの絞りリングを最小 
絞りにしてください。 

P .21 

(点灯） 


•電池容量がわずかです。 

•予備の電池を用意してくだ 
さい。 

P .19 

(点滅) 


♦電池が消耗しています。 

•電池を交換してください。 

P .19 

(点滅) 

Err 

(点滅) 

Err 

(点滅) 

#フィルム巻き上げ途中で 
電池消耗によりモーターが 
停止しています。 

•新品電池に交換または充電 
池の場合は再充電し、電源 
を再度 ON にしてください。 
頻繁に警告が表示される場 
合は、当社サービス機関に 
お問い合わせください。 

P .19 

F -- 

(点灯） 

F -- 

(点灯) 

• CPU 内蔵 ニッ コール以外の 
レンズが装着されているか、 
またはレンズが装着されて 
いません。 

• CPU 内蔵ニッコール（ IX 二 
ッコールを除く）を使用し 
てください。ただし、 A、M 
モードにセットして、レン 
ズの絞りリングで絞りをセ 
ットすれば撮景多できます)。 

P .20 

P .34 

Err 

(点滅) 

f 

Err 

(点滅) 

•フィルムが正しく送られて 
いません。 

•フィルムを取り出して入れ 
直してください。 

P .23 

(点滅) 

(点滅) 




\sorn 

(点滅) 

Err 

(点滅) 

Err 

(点滅) 

•フィルム感度をにセット 
した状態で DX マークがない 
フィルムが入っています。 

• DX マーク付フィルムに入れ 
換えるか、フィルム感度を 
手動でセットしてください。 

P .23 

P .36 

E 

(点滅) 

E 

(点滅) 

#フィルム巻き戻し完了後、 
フィルムを取り出さずにお 
くと、半押しタイマーが ON 
の間は点滅します（いった 
ん〇 FF になると点灯に変わ 
ります)。 

•フィルムを取り出してくだ 
さい。 

P .31 
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こんなとき 

原因 

対処方法 

参照 

表示パネル 

ファインダー 内 



ページ 

End 

End 

•撮影フィル厶が終了してい 

籲2つのフィルム巻き戻しボタ 

P.31 

(点滅) 

(点滅) 

ます。 

ン Q ±! を同時に押してフィル 
ムを巻き戻してください。 



► ◄ 

(点滅) 

•オートフォーカスでピント合 
わせができません。 

#マニュアル（手動）でピン 
卜合わせを行ってください。 

P.29 

h ； 1 

hi ： 

•被写体が明るすぎてカメラ 

•P モード時は ND (光量調節 

P.48 

(点灯） 

(点灯） 

の制御範囲を超えています。 

用）フィルターを使用して 
ください （ S 、 A モード時に 
下記の操作を行っても警告 
表示が消えなし、場合も同様 
に対応してください)。 

• S モード時はシャッタース 
ピードをより高速側にセッ 
卜してください。 

•A モード時はより大きい数 
値の絞りにしてください。 

〜53 

P.50 

P.52 



•被写体が暗すぎて、カメラ 

籲 P モード時はスピードライト 

P.48 

(点灯） 

(点灯) 

の制御範囲を超えています。 

を使用してください （ S、A 
モード時に下記の操作を行っ 
ても警告表示が消えなしヽ場合 
も同様に文才応してください)。 

• S モード時はシャッタースピ 
ードをより低速側にセットし 
てください。 

•A モード時はより小さい数 
イ直の絞りにしてください。 

〜53 

P.50 

P.52 

露出 

露出 

•+ 側の場合は被写体が明る 

_+側の場合は ND (光量調節 

P.55 

インジケーター 

インジケーター 

すぎて、一側の場合は被写 

用）フィルターを使用してく 


(点滅) 

(点滅) 

体が暗すぎて、カメラの制 
御範囲を超えています。 

ださい。一側の場合はスピー 
ドライトを使用してください。 




• S モード時にシャッタース 

籲シャッタースピードを bui b 

P.50 

(点滅) 

(点滅) 

ピードが buL にセットさ 
れています。 

以外にセットするか、 M モー 
ドにセットしてください。 

P.64 

P または 5 

A 

•CPU 内蔵ニッコール以外の 

•CPU 内蔵ニッコールレンズ 

P.34 

(点滅) 

(点灯） 

レンズが装着されているか、 
またはレンズが装着されて 
いない状態で P、S モードに 
セットされています。 

以外のレンズが装着されて 
いる場合は、 A または M モー 
ドにセットしてください。 

P.48 
〜55 
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故障かな？と思ったら-っづき- 


こんなとき 

表示パネル 1 ファインダー内 

原因 

対処方法 

参照 

ページ 

セツトした 
シャツター 
スピード 

(点滅) 

c°5o 

(点灯) 

•S、M モード時にシャッター 
スピードが同調スピードより 
高速にセットされています。 

•シャッタースピードは自動的 
に1/250秒に切り換わります。 

P.86 


令 

(点滅) 

•発光直後の約3秒間の点滅 
は、フル発光して露出不足 
の恐れがあります。 

♦撮影距離、絞り、調光範囲 
などを再度確認して、撮影 
し直してください。 

P.81 

P.87 

Err 

(点滅) 

Err 

(点滅〉 

•撮影中に何らかの異常を検 
出しました。 

•再度シャッターボタンを押 
してください0この操作で 
警告表示が解除されなかっ 
たり、頻繁に警告が表示さ 
れる場合は、当社サービス 
機関にご相談ください。 


Fui 

(点滅) 

Fui 

(点滅) 

♦撮影データの記憶容量がい 
っぱいになっています。 

•いったん電源スイッチを 
OFF にし、再度電源スイッ 
チを ON にしてください。警 
告は解除され、記憶されて 
いる撮影データを削除する 
まで、次のデータは記憶さ 
れません。 


④ 

(点滅) 


•赤目軽減モードまたは赤目 
軽減スローシンクロモード 
がセットされ、赤目軽減発 
光が不可能なスピードライ 
卜が装着されています。 

•赤目軽減発光が可能な専用 
スピードライトをご使用く 
ださい。 

P.83 

〇--と 

(点滅) 

フイルム 

カウンター 

(点滅) 

〇--と 

(点滅) 

フイルム 

カウンター 

(点滅) 

♦電池容量の低下などで巻き 
戻し途中で停止しています。 

•いったん鼋源スイッチを 
OFF にして電池を交換した 
後、電源スイッチを ON にし 
て再度巻き戻し操作を行っ 
てください。 

P.37 


— r 電子制御カメラの特性について I— 

きわめて稀なケースとして、表示パネルに異常な表示が点灯したままカメラが作動しなくなる 
ことがあります。原因として、外部から強力な静電気が鼋子回路内部に侵入したことが考えら 
れます。万一このような状態になったときは、電源スイッチを OFF にして電池を入れ直し、電 
源スイッチを ON にしてカメラを作動させてみてください。 
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アフターサー ビスと保証に ついて 


■この製品につぃてのお問ぃ合わせは 

ご意見、ご質問はニコンカスタマーサボートセンターでお受けしてぃます。 

• ニコン カスタ マーサボー トセンターにつきましては、使用説明書裏面をご参 
照くださぃ。 

■修理を依頼される場合は 

ご購入店、または当社サービス機関にご依頼くださぃ。 

• ご転居、ご贈答品などでご購入店に修理を依頼することができなぃ場合は、 
最寄りの販売店、または当社サービス機関にご相談くださぃ。 

• 当社サービス機関につきましては、使用説明書裏面をご参照くださぃ。 

■補修用/!生首3について 

このカメラの補修用性能部品の保有期間は、製造打ち切り後10年間を目安としてぃます。 

• 補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

•修理可能期間は、部品保有期間内とさせてぃただきます。なお、部品保有期 
間経過後におきましても、修理可能な場合もありますので、ご購入店、また 
は当社サービス機関へお問ぃ合わせくださぃ。 資 

•水没、火災、落下等による故障、または破損で全損と認められる場合は、修理料 
が不可能となります。なお、この故障または破損の程度の判定は、当社サー 
ビス機関にお任せくださぃ。 

r -製品の保証につぃて- 

① この製品には「保証書」がつぃてぃますのでご確認くださぃ。 

② 保証書はお買ぃ上げの際、ご購入店からお客様に直接お渡しすることにな 
ってぃます。 

「ご購入者氏名」および「ご住所」「購入年月日」「購入店名」がすべて記載 
された保証書をお受け取りになり、内容をよくお読みのうえ、大切に保管 
してくださぃ。 

③ 保証規定による保証修理は、ご購入日から1年間となっております。 

「保証書」をお受け取りになりませんと、上述の保証修理がお受けになれな 
ぃことになりますので、もしお受け取りにならなかった場合は、ただちに 
ご購入店にご請求くださぃ。 

④ 海外での保証内修理は領収書の提示を求められることがありますので、保 
証書とともに領収書の携行をお願ぃ致します（領収書のなし 、場合 は有料と 
なる場合があります)。 

⑤ 保証期間経過後の修理は、原則として有料となります。また、運賃諸掛か 
りはお客様にご負担願ぃます。 

⑥ 保証期間中や保証期間経過後の修理、故障など、アフターサービスにつぃ 
てご不明なことがございましたら、ご購入店、または当社サービス機関へ 
お問い合わせください。 
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仕様 


型式 

モーター内蔵 35 mm — 眼レフレックス電子制御式フォーカルプレーン 
シャッターオートフォーカスカメラ 

露出制御 

P :プログラムオート（プログラムシフト可能） 

S :シャッター優先ォート 

R ■ 絞り優先才一卜 

n :マニュアル 

画面サイズ 

24 X 36 mm 

レンズマウント 

ニコン F マウント （ AF カップリング、 AF 接点付） 

交換レンズ 

• D タイプまたは G タイプ AF ニッコール： AF などフル機能使用可 

• PC マイクロニッコール 85 mmF 2.8 D :オートフォーカスおよび M 以 
外の露出モードを除く機能使用可（あおり操作時を除く） 

• D タイプおよび G タイプ以外の AF ニッ コール （ F 3 AF 用を除く）： 
3 D -1 0分割マルチパターン測光を除く機能使用可 

• Ai - P ニッコール： 3 D -10 分割マルチパターン測光およびオートフォ 
ーカスを除く機能使用可 

• DX ニッコールおよび IX ニッコール：使用不可 

• CPU 内蔵ニッコール以外：露出モードは R 、 M モードで可、測光モ 
ードは中央部重点測光およびスポット測光モードで可 

開放 F 値が f /5.6 より明るし、場合フォーカスエイド可 

ファインダー 

•アイレベル式ペンタプリズム使用、視度調節機構内蔵 （-3 〜 +1 ITV 1 ) 

アイポイント 

21 mm (-1.0 m — 1 のとき） 

ファインダー 

スクリーン 

専用 B 型クリアマットスクリーン瓜、他に別売りの専用 E 型（方眼マット 
式）と交換可能 

ファインダー視野率 

約96% (対実画面） 

ファインダー倍率 

約0.70倍 （50 mm レンズ • 〇〇 •- I . Onr 1 の時） 

ファインダー内表示 
(イルミネーター付） 

• ピント表示、測光モード表示、シャッタースピードロックマーク、 
AE ロック表示、シャッタースピード表示、絞りロックマーク、絞 
り表示、露出モード表示、露出インジケーター、露出補正マーク、 
フィルムカウンター/露出補正値表示、レディライト、フォーカ 
スフレーム（エリア）5点 

ミラー 

クイックリターン式 
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レンズ絞り 

瞬間復元式、プレビューボタン付 

オートフォーカス 

TTL 位相差検出方式、マルチ CAM 1300 オートフォーカスモジュール 
により検出 

• 検出範囲： EV -1 〜+19 ( IS 0100 • 常温） 

レンズサーボ 

•S (シングル AF サーボ ）、 C (コンティニュアス AF サーボ ）、 M (マ 
ニュアルフオーカス） 

•S (シングル AF サーボ ）、 C (コンティニュアス AF サーボ）では、 
被写体条件により自動的に予測駆動フォーカスに移行 

フオーカスエリア 

5箇所のフォーカスエリアの中から1箇所を選択可能 

AF エリァモード 

• シングルエリア AF モード 

•ダイナミック AF モード（至近優先ダイナミック AF 機能付き） 

フォーカスロック 

AE / AF ロックボタン、または S (シングル AF サーボ）時シャッターボ 
タン半押しにて可能 

測光方式 

TTL 開放測光方式 

以下の3測光モードより選択可能（使用するレンズによっては制限あり） 

• 3 D -10 分割マルチパターン測光 

•中央部重点測光： 9612 mm 範囲を測光（中央重点度約75%) 

•スポット測光： #4 mm 相当を測光（全画面の約1%) 

測光範囲 

3 D -10 分割マルチパターン測光 EV 0 〜21 
中央部重点測光 EV 0 〜21 

スポット測光 EV 3 〜21 

(常温、 ISOIOO 、 f /1.4 レンズ使用時） 

露出計連動 

CPU 連動方式、 Ai 方式併用 

露出補正 

±5段の範囲で1/3段ステップで補正可能 

AE ロック 

AE/AF ロックボタンにより輝度値をロック 

オートブラケティング 

撮影枚数=2コマまたは3コマ、補正ステップ=1/3、1/2、2/3、1段の 
ステップで可能 

フィルム感度設定 

• DX 方式、マニュアルのいずれも可能（マニュアル優先） 

• フィルム感度連動範囲： DX 時 • IS 025 〜5000、マニュアル時 • 

IS 06 〜6400、1/3段ごとにセット可能 
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仕様—っづき— 


シャッター 

電子制御上下走行式フォーカルプレーンシャッター 

シャッタースピード 

• P、R モード時： 30〜1/8000秒 

• S モード時： 30〜1/8000秒 （1/3 段ステップ） 

• M モード時： 30〜1/8000秒 （1/3 段ステップ）、 buLb 

シンクロ接点 

• X接点のみ、1/250秒以下の低速シャッタースピードでスピードラ 
イトに同調 

スピードライトの 

調光方式 

TTL 自動調光5分割センサーー体型 1C による以下の調光制御 
• マノ レチェリア BL 調光： SB-800 - 80DX - 50DX • 28/28DX - 27 - 
26 • 25と D タイプまたは G タイプニッコールの組み合わせにより 
3D- マルチ BL 調光可能。 D タイプおよび G タイプ以外の CPU 内蔵 
ニッコールレンズ、またはモニター発光を行わないスピードライ 
卜との組み合わせ時にはマルチ BL 調光可能 
• 簡易 TTL-BL 調光： SB-800 〜20等と CPU 内蔵ニッコール以外のレン 
ズとの組み合わせ時は、中央部重点測光による簡易 TT し BL 調光可能 
• TTL 調光時のフィルム感度連動範囲： IS025 〜1000 

シンクロモード 

先幕シンクロ*赤目軽減 • 赤目軽減スローシンクロ •スローシンク 
口•後幕シンクロ設定可能 

レディライト 

SB-800 • 80DX • 50DX • 30 • 29s/29 • 28/28DX • 27 • 26 • 23等使用 
時に充電完了で点灯、フル発光による露出警告時は点滅警告 

アクセサリーシュー 

ホットシュー装備（シンクロ接点、レディ信号接点、 TTL 調光ストッ 
プ信号接点、モニター信号接点、 GND 付）、セーフティロック機構 
(ロック穴）付 

シンクロターミナル 

JIS 型シンクロターミナル標準装備、外れ防止ネジ付 

セルフタイマー 

電子制御式、作動時間10秒 

プレビューボタン 

プレビューボタンにより絞り込み可能 

フィルム装填 

順卷式イージーローディング、シャッターボタンの操作によりフィ 
ルムカウント1まで自動空送り（シャッター、ミラーは不作動） 
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フィルム巻き上げ 

•内蔵モータによる自動巻き上げ、 S、C、Cs 切り換え可能 
•巻き上げ速度（フォーカスモード C、 露出モード M、 1/250秒以上 
の高速シャッタースピード、 36EX 平均値） 

S :1コマ巻き上げ 
c :連続巻き上げ 

約 4.5 コマ/秒（単3形アルカリ乾電池使用時） 

約5コマ/秒（マルチパワーバッテリーパック MB-15 使用時） 

Cs :低速連続巻き上げ 

約3コマ/秒（単3形アルカリ乾電池使用時） 

約3コマ/秒（マルチパワーバッテリーパック MB-15 使用時） 

フィルム巻き戻し 

• 内蔵モータによる自動巻き戻し （2 つの巻き戻しボタン操作による） 
•巻き戻し時間 （36EX) 

C :連続巻き上げ時は約9秒（単3形アルカリ乾電池使用時） 

Cs :低速連続巻き上げ時は約19秒（単3形アルカリ乾電池使用時） 

多重露出 

給送モードセレクトダイヤルの操作で可能 

表示パネル情報 
(イルミネーター付） 

•フィルム感度/ DX マーク、シャッタースピードロックマーク、シ 
ャッタースピード表示、絞りロックマーク、絞り表示、露出補正 
マーク、才一トブラケテイングマーク、露出インジケーター、力 
スタムマーク、露出モード表示、プログラムシフトマーク、シン 
クロモード表示、 AF エリアモード表示、フォーカスエリア表示、 
バッテリーチェック表示、フイルムカウンター 

裏ぶた 

蝶番式（取り外し可能）、 AF エリアモードセレクトダイヤル、フォー 
カスエリアセレクター装備、データバック MF-29 と交換可能 

10ピンターミナル 

標準装備 

電源 

単3ホルダー MS-12 (アルカリ乾電池またはリチウム電池4本使用）標準 
装備、 3V リチウム電池ホルダー MS-13 (別売り）により 3V リチウム電池 
(CR123A または DL123A) 2本使用可能、マルチパワーバッテリーパック 
MB-15 (別売り）と単3ホルダー MS-15 により単3形アルカリ乾電池また 
は単3形リチウム電池6本か、ニッケル水素電池 MN-15 (別売り）が使用 
可能 

鼋源スイッチ 

電源 ON、OFF の2ポジションに加え、表示パネルにイルミネーター 
を点灯させるポジションを装備 

半押しタイマー 

電源スイッチ ON 後、無操作状態で6秒後自動〇 FF 

電源 ON 時はシャッターボタンの半押し及び AF 作動ボタン等の操作に 

連動して半押しタイマー ON 
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仕様—っづき— 


バッテリーチェック 

半押しタイマ ー ON 状態で、表示パネルにバッテリーチヱック表示を 
以下の3段階で表示 

• M :点灯（電池容量充分） 

• a :点灯（電池消耗） 

• a :点滅交換表示（表示消灯時も電池交換） 

撮影可能フィルム本数 





電池 
温^'\ 

単3形アルカリ乾電池 

単3形リチウム電池 

3 V リチウム電池 
( MS -13 使用） 


常温 

約60本 

約110本 

約60本 

-10 °C 

約3本 

約60本 

約25本 

電池 
温^\ 

単3形アルカリ乾電池 
( MB -15 使用） 

単3形リチウム電池 
( MB -15 使用） 

ニッケル水素電池 
( MB -15 使用） 

芦1、、白 

約100本 

約140本 

約70本 

-10 °C 

約6本 

約90本 

約50本 


36枚撮りフィルム、装着レンズ AF 28-105 mm f /3.5-4.5 D 、 フィル 
ム給送モード S 、 フォーカスモード C 、 1/250秒以上の高速シャツタ 
—スピード、各コマ毎に無限遠から至近間を1往復1回レリーズ後、 
すぐに同じ動作を繰り返して実施 


電池 
温^ \ 

単3形アルカリ乾電池 

単3形リチウム電池 

3 V リチウム電池 
( MS -13 使用） 


常温 

約25本 

約40本 

約20本 

-10 °C 

約1本 

約20本 

約10本 

電池 

単3形アルカリ乾電池 
( MB -15 使用） 

単3形リチウム電池 
( MB -15 使用） 

ニッケル水素電池 
( MB -15 使用） 

尚、、日 

約35本 

約60本 

約20本 

-10 °C 

約3本 

約25本 

約15本 


36枚撮りフイルム、装着レンズ AF ED 80-200 mm f /2.8 D New 、 フ 
イルム給送モード S 、 フォーカスモード C 、 1/250秒以上の高速シャ 
ッタースピード、半押しを8秒間持続させた後、無限遠から至近間 
を1往復し、レリーズ後1秒間の半押しタイマーが切れるまで放置 
して、同じ動作を繰り返して実施 

バルブ撮影時 

連続撮影時間 





電池 

温 

単3形アルカリ乾電池 

単3形リチウム電池 

3 V リチウム電池 
( MS -13 使用） 


，、、日 

約4時間 

約7時間 

約3時間 

-10 °C 

約 1.5 時間 

約5時間 

約 2.5 時間 

電池 

温^ 

単3形アルカリ乾電池 
( MB -15 使用） 

単3形リチウム電池 
( MB -15 使用） 

ニッケル水素電池 
( MB -15 使用） 

常温 

約8時間 

約10時間 

約4時間 

-10 °C 

約2時間 

約6時間 

約 2.5 時間 




三脚ネジ穴 

1/4 (ISO 1222) 
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カスタム 

セッティング機能 

下言己22項目のカスタムセッティングが可能 

(1) フィルム終端時の自動巻き戻し 

(2) 露出値（シャッタースピード • 絞り • 露出補正値*オートブ 
ラケティング補正ステップ）のステップ幅の変更 

(3) オートブラケティング撮影時の補正順序の変更 

(4) シャッターボタンの半押し操作による AF レンズ駆動 

(5) DX マークがないフィルム装てん時の警告表示 

(6) フォーカスエリアの選択を循環方式に変更 

(7) シャッターボタンの半押しによる AE ロック 

(8) 裏ぶたを閉じるとフィルムの空送りが開始 

(9) S (シングル AF サーボ）での至近優先ダイナミック AF 

(10) C (コンティニュアス AF サーボ）での至近優先ダイナミック AF 

(11) AE • SB ブラケティングの同時セット、単独セット 

(12) コマンドダイヤルの変更 

(13) 露出補正簡易設定 

(14) 多重露出撮影時の撮影方法の変更 

(15) 半押しタイマーの作動時間の変更 

(16) セルフタイマーの作動時間の変更 

(17) 各ボタンの操作によるイルミネーターの点灯 

(18) 0コマ目のデータ写し込み 

(19) 絞りの制御方法 

(20) 露光直前のセルフタイマー表示 LED 点灯 

(21) AE / AF ロックボタンによる同時ロック、単独ロック、 AE 口 
ックの維持 

(22) レンズの絞りリングによる絞りセット 

ツーボタンリセット機能 

保■とボタンを同時に約2秒間押す動作により、一部機能を除き、 
各機能のセット状態を一括して初期状態にリセット可能 

大きさ 

約 155 mm (幅） XI 13 mm (高さ） X 66 mm (奥行） 

質量（重さ） 

約 785 g (ボディのみ、電池を除く） 

別売り 

専用アクセサリー 

•データバック MF -29、3 V リチウム電池ホルダー MS -13、 マルチパワ 
—バッテリーパック MB -15、 ニッケル水素電池 MN -15、 クイックチ 
ャージャー MH -15、 ファインダースクリーン1種、セミソフトケー 

ス CF -57/58 


* 仕様中のデータは特に記載のある場合を除き、すべて常温 （20° C )、 新品アルカリ電池使用時のものです。 


仕様、外観の一部を、改善のため予告なしに変更することがあります。 
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索弓 I 五十音順[操作ボタン-レバーおよび表示等は、各部の名称 KP .2) 


3D- マノレチ BL 言周光 .P.80 • 84 

3D-10 分害 IJ マルチパターン測光 .P.32 • 35 • 46 

AE ブラケティング .P.59 • 75 

AE ロック .P.56 -77-78 

AF エリアモード .P.25 • 40 • 88 

CPU 内蔵ニツコール .P.21• 34 • 80 

DX マーク付きフイノレ厶 .P.22 • 36 

D タイプ AF ニツコー J レレンス、、 .P.20 • 32 • 34 • 80 

G タイプ AF ニツコーノレレンズ .P.20 • 32 • 34 • 80 

SB ブラケティング .P.59 • 75 

TTL 調光 .P.80 • 84 

赤目軽減スローシンクロモード .P.83 • 86 

め 赤目軽減モード .P.83 • 84 • 86 

アクティブ補助光 .P.44 • 85 • 93 

後幕シンクロモード .P.83 • 84 • 86 

イノレミネーター .P.65 • 76 

オートフォーカス .P.24 • 38 • 44 

オートブラケティング（自動段階露出） .P.59 • 75 • 78 

簡易 TTL-BL 調光 .P.80 • 84 

距離情報 .P.32 • 46 • 80 

コンティニユアス AF サーボ .P.25 • 38 • 74 

JC 最小絞り .P.20 • 48 • 70 

亡 先幕シンクロモード .P.82 - 86 

至近優先ダイナミック AF.P.40 • 74 • 88 

視度調節機能 .P.65 

絞り優先ォート .P.52 

ンヤツター優先オート .P.50 

シングル AF サーボ .P.24 • 38 

シングルエリア AF モード .P.25 • 40 • 88 

シンクロモード .P/78 • 82 • 86 

スポット測光 .P.32 -35-47 

スロー シンクロモード .P.82 

セノレフタイマー .P.69 • 76 

測光モード .P.32 • 35 • 46 
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表示パネル/ファインダー内表示について（陵 P .4) をご覧ください] 


ナ- ダイナミック AF モード .P.40 -74-88 

中央部重点測光 .P.32 • 35 • 47 

調光範囲 .P.87 

長時間露出[バルブ] .P.64 

ツーボタンリセット .P/78 

低速連続巻き上げ .P.37 

同言周シャッタースピード .P.86 

被写界深度 .P.52 - 70 

^ 1コマ巻き上げ .P.23 • 37 

フイノレ厶給送モード（給送モ-ド） .P.23 • 37 

フォーカスェイド .P.35 • 45 

フォーカスフレーム（ェリア） .P.5 • 29 • 39 

フオーカスモード .P.24 - 35 - 38 

フォーカスロック （AF ロック） .p.42 -44-77 f 

プログラムオート .P.26 • 48 牙斗 

プログラムシフト .P.49 • 78 

半す甲しタイマー .P.19 • 76 

-4 - マニュアル（露出） .P.54 - 64 

士 マニュアル（ピント合わせ） .P.35 • 44 • 45 

マノレチェリア BL 調光 .P.80 • 86 

マノレチ BL 調光 .P.80 • 84 

マノレチハ。夕ーン泪 IJ 光 .P.32 • 35 • 46 

モニター発光 .P.80 

的 予泪 IJI 区動フォーカス .P.38 • 70 

> ランププリ照射 .P.83 

フ レデイライト .P .81 - 87 

連続巻き上げ .P.37 

露出補正 .P.58 - 62 - 78 

露出モード .P.26 • 35 • 48〜55 

U モー .P.95 
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カスタ厶セッテイング機能一. 



機能 

セット内容 

フィルム終端時の自動巻き戻し 

0 :しない（初期値） 

; :する 

露出値（シャッタースピード■絞り ■ 
露出補正値■オートブラケティング補 
正ステップ）のステップ幅の変更 

3：1/3 段（初期値） 

そ •• 1/2 段 
に 1 段 

オートブラケティング撮影時の補 
正順序の変更 

H : 初期設定の順（ぼ P .60-61) 

にマイナス側からブラス側へ 

シャッターボタンの半押し操作に 
よる AF レンズ馬区動 

G :する（初期値） 

1 :しない 

DX マークがないフイルム装てん 
時の警告表示 

3 :フィルムの空送り後（初期値） 

1 :電源スイッチが ON の時 

フォーカスエリアの選択を循環方 
式に変更 

0 :しない（初期値） 

1 :する 

シャッターボタン半押しによる 

AE □ック 

0 :しない（初期値） 

1 :する 

裏ぶたを閉じるとフィルムの空送 
りが開始（電源 ON 時） 

3 : しない（初期値） 

1 : する 

S (シングル AF サーホ）での至近 
優先ダイナミック AF 

G : する（至近優先ダイナミック AF • 
初期値） 

:: しない 

C (コンテイニュアス AF サーボ） 
での至近優先ダイナミック AF 

0 :しない（初期値） 

にする（至近優先ダイナミック AF ) 

AE ■ SB ブラケティングの同時セ 
ット、単独セット 

RS ： AE • SB ブラケティングの同時セ 
ット（初期値） 

RE : AE ブラケティングのみのセット 
5 b : SB ブラケティングのみのセット 
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■ 

機能 

セット内容 


コマンドダイヤルの変更 

3 : しない（初期値） 

1 :する 

1:1 

露出補正簡易設定 

G :しない（初期値） 

( :する 

i L i 

多重露出撮影時の撮影方法の変更 

G :1 コマ撮影（初期値） 

I :連続撮影 

15 

半押しタイマーの作動時間の変更 

•ィ： 4 秒 8 : 8 秒 

S :6 秒（初期値） ； S :16 秒 

IS 

セルフタイマーの作動時間の変更 

?:2 秒 10 : 10# (初期値） 

5 : 5 秒 c'G : 20 秒 

1 n 

各ボタンの操作によるイルミネー 
ターの点灯 

0 :しない（初期値） 

1 : する 

iEi 

0コマ目のデータ（年月日時分） 
写し込み 

3 : しない（初期値） 

1 : する 

IS 

絞りの制御方法 

G : 絞りの維持（初期値） 

I : 絞り段数維持 


セルフタイマー表示 LED によるレ 
リーズの確認 

G : しない（初期値） 

1 : する 

r , 

AE / AF ロックボタン操作による 
同時ロック、単独ロック、 AE 口 
ックの維持 

0 ： AE • AF の同時ロック（初期値） 

1 : AE ロックのみ 

S : AF ロックのみ 

3 : AE ロックの維持 


レンズの絞りリングによる絞りセ 
ット 

3 : しない（初期値） 

1 :する 


[セット方法]:カスタムセッティングボタン_を押しながら、メインコマンド 
ダイヤルでメニューナンパーを選択し、サブコマンドダイヤルで表示パネルに希望 
するセット内容の数字または文字を点灯させます。詳細は P .72 〜77をご覧ください。 
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Nikon 


技術的なお問い合わせのご案内 _ 

内容および操作に関する技術的なお問い合わせは、下記ニコンカスタマーサポートセンターをご利用 
ください。 

ニコンカスタマーサポートセンター 

鐵0570 -02-8000 

ナビ9¥甘ル®市内通話料金でご利用いただけます。 

全国共通電話番号0570 -02-8000 にお電話を頂き、音声によるご案内に従いご利用の製品グループ 
窓口の番号を入力して頂ければ、お問い合わせ窓口担当者よりご質問にお答えさせて頂きます。 

営業時間9:30〜18:00 <年末年始、夏期休業等を除く毎日> 

携帯電話、 PHS 等をご使用の場合は、 03-5977-7033 におかけください。 

FAX でのご相談は、 03-5977-7499 におかけください。 


株式会社= □ > 

ニコンカメラ販売株式会社 


KL3K00 201301 (K347)10 




